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市
の
自
治
の
振
興
又

は
公
益
の
増
進
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

長
年
の
功
労
を
た
た
え
て
２０
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

選奨特集

〜
平
成
１９
年
度
宇
陀
市
選
奨
式
〜

大
宇
陀
区
大
東

森
脇
　
達
夫
氏

氏
は
、
昭
和
46
年
５
月
か
ら
３
期

12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
大
宇
陀
町

議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
議
長
、
各

常
任
・
特
別
委
員
長
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
ほ
か
、
大
宇
陀
町
社
会
教
育
委

員
、
大
宇
陀
町
消
防
委
員
に
選
任
さ

れ
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
発
展

や
地
域
の
防
災
活
動
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２
年
１
月
か
ら
２
年

間
、
大
東
自
治
会
長
と
し
て
、
住
民

の
融
和
を
図
り
、
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

菟
田
野
区
宇
賀
志

田
　
義
男
氏

氏
は
、
昭
和
42
年
12
月
か
ら
４
年

間
菟
田
野
町
消
防
団
長
を
務
め
ら

れ
、
地
域
の
防
災
活
動
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
50
年
７
月
か
ら
９
期

27
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
菟
田
野
町

農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
こ

の
間
７
年
２
カ
月
会
長
を
歴
任
す
る

な
ど
、
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
宇
賀
志
自
治
会
長
、

体
育
協
会
監
事
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

広報うだ　２

平
成
19
年
度
栄
え
あ
る
宇
陀
市
選
奨
を
受
章
さ
れ
た
20

人
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
宇
陀
市
が
誕
生
し
て
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
今
や
地
方
分
権
、
少
子
・
高
齢
社
会
や
経
済

構
造
の
変
化
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
の
潮
流
の
中
で
、
本
市
で

は
、
自
ら
が
考
え
、
そ
し
て
実
行
す
る
「
自
己
決
定
」
と

「
自
己
責
任
」
を
基
本
と
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
的
確
に

対
応
で
き
る
個
性
や
独
自
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
社
会
情
勢
、
あ
る
い

は
市
政
情
勢
に
あ
っ
て
、
こ
の
度
の
選
奨
を
お
受
け
に
な

ら
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
市
の
将
来
像

を
見
据
え
た
新
し
い
展
望
に
立
ち
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
多
年
に
わ
た
る
ご
功
績
と
ご
貢
献
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
市
政
伸
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
宇
陀
市
は
、「
自
然
と
歴
史
と
文
化
が

共
生
す
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
日
の
ま
ち
の
繁
栄
は
、
先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
先

人
の
豊
か
な
心
に
学
び
つ
つ
、
市
の
発
展
の
た
め
に
力
を

尽
く
そ
う
と
す
る
高
い
志
を
も
っ
た
数
多
く
の
人
が
輩
出

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
選
奨
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、

ご
壮
健
で
あ
ら
れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
選
奨
の
こ
と
ば
と
い

た
し
ま
す
。

選
奨
式
あ
い
さ
つ

11
月
３
日
、
宇
陀
市
文
化
会
館
で
「
平
成
１９
年
度
宇
陀

市
選
奨
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
奨
に
当
た
っ
て
は
、
９
月
５
日
に
宇
陀
市
選

奨
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
自
治
の
振
興
又
は
公
益

の
増
進
、
産
業
・
教
育
・
体
育
の
振
興
や
社
会
福
祉
の
増

進
や
市
へ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
市
が
認
め
た
２０

名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
小
林
一
三
市
議
会
議
長
、
田

中
惟
允
県
議
会
議
員
、
各
地
域
自
治
区
の
連
合
自
治
会
長

の
出
席
を
得
て
、
受
章
者
の
方
々
に
選
奨
状
と
選
奨
牌
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
前
田
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続

い
て
小
林
市
議
会
議
長
、
田
中
県
議
会
議
員
の
お
二
人
か

ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
章
者
を

代
表
し
て
、
岸
岡
寛
式
さ
ん
か
ら
受
章
の
こ
と
ば
を
述
べ

ら
れ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

選
奨
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

宇陀市長
前田禎郎



榛
原
区
額
井

南
　
勢
介
氏

氏
は
、
榛
原
花
卉
組
合
の
発
展
の

た
め
40
年
あ
ま
り
の
長
き
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
、
地
元
花
卉
産
業
の
基
盤

を
作
り
、
現
在
も
ダ
リ
ヤ
や
菊
な
ど

を
生
産
さ
れ
花
卉
産
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２

年
に
開
催
さ
れ
た
「
国
際
花
と
緑
の

博
覧
会
」
に
お
い
て
出
展
さ
れ
た
花

卉
は
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
額
井
自
治
会
長
や
老

人
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域

社
会
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
産
業
の
振
興
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

菟
田
野
区
古
市
場

植
田
　
義
一
氏

氏
は
、
平
成
２
年
１
月
か
ら
13
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
古
市
場
自
治
会

長
を
務
め
ら
れ
、
住
民
の
融
和
を
図

り
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
４
年
８
月
か
ら
４
年

８
カ
月
間
菟
田
野
町
教
育
委
員
会
委

員
を
務
め
ら
れ
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
地
域
教
育
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
９
年
５
月
か
ら
２
期
８
年
間
菟
田

野
町
議
会
議
員
と
し
て
、
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
宇
陀
区
大
東

字

繁
夫
氏

氏
は
、
昭
和
52
年
６
月
か
ら
20
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
大
宇
陀
町
社
会

教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、
社
会
教
育

や
生
涯
学
習
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
大
宇
陀
町
体
育
協
会
理
事

長
、
顧
問
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
社
会
体
育
の
向
上
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
指
導

に
尽
力
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

３　広報うだ　２００７.12

室
生
区
向
渕

田
　
太
三
氏

氏
は
、
昭
和
52
年
４
月
か
ら
室
生

村
体
育
協
会
支
部
長
に
就
任
以
来
、

現
在
も
地
域
の
体
育
の
振
興
と
指
導

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

陸
上
部
長
、
理
事
長
、
顧
問
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
体
育
協
会
に
お

け
る
事
業
を
推
進
さ
れ
、
陸
上
競
技

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と

体
育
運
動
の
発
展
、
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
室
生
村
社
会
教
育
委
員
、

室
生
村
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
委

員
と
し
て
、
社
会
教
育
や
青
少
年
健

全
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
教
育
の
振
興
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

市
の
体
育
の
振
興
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

大
宇
陀
区
拾
生

長
　
英
治
氏

氏
は
、
昭
和
19
年
か
ら
野
菜
育
苗

と
野
菜
生
産
等
専
業
農
家
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
栽
培
技
術
の
向
上
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
57
年
４
月
か
ら
６
年

間
奈
良
県
指
導
農
業
士
と
し
て
、
宇

陀
市
内
は
も
と
よ
り
奈
良
県
内
の
農

業
生
産
集
団
の
技
術
指
導
に
当
た

り
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
指
導
力

榛
原
区
萩
原

清
水
　
一
司
氏

氏
は
、
昭
和
38
年
か
ら
８
年
５
カ

月
間
榛
原
町
消
防
団
員
と
し
て
、
地

域
の
防
災
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
４
年
間
新

吉
田
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成

12
年
か
ら
は
上
の
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
12
年
６
カ
月
間
の
長

き
に
わ
た
り
榛
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
を
、
14
年
６
カ
月
間
の
長
き
に
わ

た
り
交
通
安
全
協
会
役
員
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

を
発
揮
さ
れ
、
地
域
農
業
の
育
成
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昭
和
50
年
７
月
か
ら
３

期
９
年
間
大
宇
陀
町
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
域
農
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
53
年
１
月
か
ら

１
年
間
大
宇
陀
町
消
防
団
副
団
長
を

務
め
ら
れ
、
地
域
の
防
災
活
動
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。



菟
田
野
区
駒
帰

二
井
　
治
良
平
氏

氏
は
、
平
成
２
年
か
ら
15
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
菟
田
野
町
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
会
長
、
宇
陀
郡
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
連
合
会
理
事
、
東
和

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会
理
事

を
務
め
ら
れ
、
身
体
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
た
め
に
各
種
活
動
を

支
援
し
、
身
体
障
害
者
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
社
会
活
動
で
き
る
福
祉
社

会
を
目
指
す
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

市
の
社
会
福
祉
の
増
進

に
ご
貢
献
さ
れ
た
方

大
宇
陀
区
才
ヶ
辻

村
上
　
榮
純
氏

氏
は
、
昭
和
20
年
か
ら
34
年
６
カ

月
間
の
長
き
に
わ
た
り
小
中
学
校
の

教
員
と
し
て
学
校
教
育
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

大
宇
陀
区
西
山

紀
男
氏

氏
は
、
昭
和
40
年
10
月
か
ら
大
宇

陀
町
の
町
医
と
し
て
、
地
域
の
医
療

に
従
事
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
検
診

や
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
町
民
の
健
康

管
理
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
宇
陀
町
に
お
け
る
各
小

学
校
、
中
学
校
の
学
校
医
と
し
て
も
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
や
学
校
保

健
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
現

在
も
宇
陀
市
医
と
し
て
地
域
の
公
衆

衛
生
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
奈
良
県
医
師
会
看
護

専
門
学
校
長
や
大
宇
陀
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

大
宇
陀
区
五
津

村
上
　
建
子
氏

氏
は
、
昭
和
23
年
か
ら
41
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
小
中
学
校
の
教
員
と

し
て
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

教
員
を
退
職
さ
れ
た
後
も
、
地
域

の
高
齢
者
に
対
す
る
識
字
学
級
の
取

組
み
に
熱
誠
を
注
が
れ
高
齢
者
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成

３
年
か
ら
３
期
９
年
間
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
擁
護
の

確
立
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

榛
原
区
天
満
台
東
３
丁
目

辻
　
三
郎
氏

氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
健

康
の
維
持
増
進
、
社
会
奉
仕
活
動
の

ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

高
齢
者
へ
の
気
遣
い
、
災
害
の
備
え

に
対
す
る
意
識
高
揚
な
ど
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
や
地
域
防
災
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

12
年
４
月
か
ら
６
年
間
に
わ
た
り
天

満
台
東
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
、
平
成

17
年
か
ら
２
年
間
榛
原
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
今
年
４
月

か
ら
は
宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
、
榛
原
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
会
員
の
教
養

の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宇
陀
市
健
康
づ
く
り
推

進
委
員
会
介
護
予
防
部
会
委
員
と
し

て
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
啓

発
普
及
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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教
員
を
退
職
さ
れ
た
後
は
、
昭
和

61
年
12
月
か
ら
６
年
間
に
わ
た
り
大

宇
陀
町
民
生
児
童
委
員
を
務
め
ら

れ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

地
域
の
方
々
の
相
談
や
指
導
に
あ
た

ら
れ
、
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
大
宇

陀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
と
し

て
、
会
員
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の

維
持
増
進
、
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
高

齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
平
成
３
年
４
月
か
ら
14
年

９
カ
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
、
駒
帰
自
治
会
長
、

菟
田
野
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長

な
ど
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

室
生
区
大
野

ヶ
峯
　
義
雄
氏

氏
は
、
昭
和
45
年
３
月
か
ら
室

生
村
体
育
協
会
理
事
に
就
任
以
来
、

現
在
も
地
域
の
体
育
の
振
興
と
指

導
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
野
球
部
長
、
理
事
長
、
顧
問
、

監
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

体
育
協
会
に
お
け
る
事
業
を
推
進

さ
れ
、
軟
式
野
球
を
通
じ
て
地
域

住
民
の
健
康
増
進
と
体
育
運
動
の

発
展
、
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
室
生
村
社
会
教
育
委
員
、

室
生
村
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

委
員
と
し
て
、
社
会
教
育
や
青
少

年
の
健
全
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。



榛
原
区
篠
楽

棚
田
　
幸
子
氏

氏
は
、
平
成
７
年
12
月
か
ら
現
在

ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
民
生
児
童

委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
地
域
の
方
々
の
相
談
や
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
民
生
の
安
定
と
児

童
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
元
年
６
月
か
ら
は
少

年
補
導
員
と
し
て
少
年
の
非
行
防
止

や
被
害
防
止
に
務
め
ら
れ
、
昭
和
56

年
４
月
か
ら
は
更
生
保
護
女
性
会
の

会
員
と
し
て
地
域
の
犯
罪
予
防
活
動

と
更
生
支
援
活
動
を
さ
れ
、
地
域
の

社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

室
生
区
向
渕

曽
良
　
純
氏

氏
は
、
平
成
12
年
９
月
か
ら
室
生

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
を
、
平
成

15
年
４
月
か
ら
宇
陀
郡
老
人
ク
ラ
ブ

室
生
区
向
渕

上
村
　
行
雄
氏

氏
は
、
昭
和
19
年
か
ら
41
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
小
中
学
校
の
教
員
と

し
て
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
元
年
12
月
か
ら
９
年

間
に
わ
た
り
室
生
村
民
生
児
童
委
員

と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
、
地
域
の
方
々
の
相
談
や
指
導
に

あ
た
ら
れ
、
民
生
の
安
定
と
児
童
の

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら

２
年
間
、
向
渕
地
区
公
民
館
長
と
し

て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
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菟
田
野
区
平
井

岸
岡
　
寛
式
氏

氏
は
、
平
成
７
年
10
月
か
ら
菟
田
野

町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
平
成
18
年

１
月
か
ら
宇
陀
市
教
育
委
員
会
教
育
長

に
就
任
さ
れ
、
11
年
11
カ
月
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
地
方
教
育
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

条
例
第
２
条
第
５
号
に

該
当
さ
れ
た
方

榛
原
区
天
満
台
西
４
丁
目

野
田
　
利
子
氏

氏
は
、
10
年
あ
ま
り
に
わ
た
り
天

満
台
西
公
民
館
周
辺
、
ま
た
５
年
あ

ま
り
に
わ
た
り
榛
原
西
ノ
辺
公
園
に

お
い
て
、
花
壇
づ
く
り
や
花
づ
く
り

を
率
先
し
て
行
い
、
花
の
あ
る
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
平
成
10
年
か
ら
公
民

館
活
動
で
地
域
の
方
々
に
和
裁
の
指

導
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
を
楽
し

む
会
の
会
員
と
し
て
図
書
館
や
各
幼

稚
園
・
小
学
校
、
老
人
施
設
へ
出
向

か
れ
、
本
を
読
み
聞
か
せ
た
り
素
語

り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ

り
、
文
化
、
芸
術
の
振
興
や
子
ど
も

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

榛
原
区
萩
原

故

澤
　
和
夫
氏

氏
は
、
昭
和
54
年
５
月
か
ら
26
年

８
カ
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
榛
原

町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
間

議
長
、
副
議
長
、
各
常
任
・
特
別
委

員
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自

治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
町

村
合
併
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
の

進
展
を
捉
え
て
、
諸
問
題
に
取
り
組

ま
れ
、
宇
陀
市
誕
生
の
実
現
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
１
月
１
日
か

ら
宇
陀
市
議
会
議
員
を
務
め
、
初
代

宇
陀
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
立
病
院
建
設
特
別
委
員

長
を
歴
任
し
、
市
立
病
院
建
設
に
情

熱
を
注
が
れ
る
な
ど
、
卓
越
し
た
政

治
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
市
政
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
長
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
、
平

成
13
年
４
月
か
ら
室
生
村
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
会
長
を
、
平
成
17
年
１
月

か
ら
宇
陀
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会

長
を
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
宇
陀
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
を
務
め
ら

れ
、
会
員
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の

維
持
増
進
、
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
高

齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
平
成
３
年
か
ら
２
年

間
、
向
渕
地
区
公
民
館
長
と
し
て
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

就
任
中
は
、
特
に
合
併
時
の
市
の
教

育
事
務
事
業
の
整
備
を
図
ら
れ
た
ほ

か
、
教
職
員
の
資
質
向
上
、
学
校
施
設

の
整
備
充
実
等
、
教
育
環
境
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
、
生
涯
教
育
の
必
要
性
や
高

齢
者
教
育
及
び
家
庭
教
育
の
推
進
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
は
、
常
に

住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
高
齢
者
・
児
童
・
母
子

な
ど
の
擁
護
や
障
害
者
・
低

所
得
者
な
ど
の
自
立
更
生
指

導
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
と
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た

躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た

こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Y
厚
生
保
護
課
（
1
82-

２
２

２
１
）

関
係
機
関
と
の
連
携

め
に
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
12
月
１
日
付
け
で
厚
生

労
働
大
臣
及
び
奈
良
県
知
事

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て

委
嘱
を
受
け
、
12
月
１
日
か

ら
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
、
各
地
域
で
ご
活

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
を
ご
存
知

で
す
か

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
活
動
内
容

行
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
、
特
定
の

地
域
に
限
定
さ
れ
ず
に
宇
陀
市

（
各
４
区
）
を
そ
れ
ぞ
れ
活
動
範
囲

と
し
ま
す
。
児
童
福
祉
に
関
す
る

事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
、
各
地

区
担
当
の
児
童
委
員
の
活
動
を
援

助
し
ま
す
。

特
に
、
児
童
相
談
所
、
福
祉
事

務
所
、
学
校
、
児
童
関
係
施
設
等

と
の
情
報
交
換
は
密
に
し
、
必
要

に
応
じ
て
問
題
解
決
の
た
め
、
関

係
機
関
と
の
調
整
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
は
、
あ
な

た
の
相
談
内
容
の
秘
密
を
守

り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主

任
児
童
委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
相

談
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
職
務
を

遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上
に

関
す
る
秘
密
を
守
り
、
人
種
・
信

条
・
性
別
・
社
会
的
身
分
に
よ
っ

て
差
別
的
又
は
優
先
的
な
取
り
扱

い
を
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
実

情
に
即
し
た
問
題
解
決
に
当
た
り
、

個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
は
み
な
さ

ま
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま

す
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
各
地
域
ご
と
に
委

嘱
さ
れ
、
宇
陀
市
内
で
総
勢
96
名

の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
担
当

地
区
は
８
・
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と

は
、「
民
生
委
員
法
」
及
び
「
児
童

福
祉
法
」
に
定
め
ら
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
地
域
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を

支
援
す
る
人
で
す
。

す
べ
て
の
「
民
生
委
員
」
は

「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
お
り
、
子

ど
も
に
関
わ
る
相
談
支
援
活
動
も
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11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
45
名
の
皆
様
、

長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

※
順
不
同
・
敬
称
略

◆
大
宇
陀
区

・
森
田
　
紘
司
（
上
新
）

・
佐
々
岡
　
泰
子
（
春
日
）

・
川
島
　
浩
子
（
西
山
）

・
西
岡
　
美
鈴
（
本
郷
）

・
吉
川
　
裕
康
（
西
山
）

・
東
川
　
く
に
子
（
小
附
）

・
中
尾
　
清
子
（
小
附
）

・
泉
岡
　
参
治
（
内
原
）

・
内
田
　
章
（
関
戸
）

・
笹
田
　
俊
雄
（
調
子
）

・

（
守
道
）

・
西
岡
　
節
子
（
小
和
田
）

・
橋
本
　
忠
雄
（
栗
野
）

・
竹
永
　
芳
美
（
上
片
岡
）

・
植
田
　
理
広
（
大
熊
）

・
竹
田
　
彰
夫
（
野
依
）

◆
菟
田
野
区

・
木
岡
　
怜
子
（
古
市
場
）

・
森
本
　
猛
（

）

・
吉
田
　
長
太
郎
（
古
市
場
）

・
藤
山
　
シ
ゲ
子
（
別
所
）

・
山
本
　
歡
一
（
大
神
）

・
松
浦
　
茂
（
稲
戸
）

・
中
尾
　
忠
玄
（
宇
賀
志
）

・
藤
村
　
操
（
東
郷
）

・
京
地
　
由
美
子
（
宇
賀
志
）

・
畑
中
　
都
史
子
（
下
芳
野
）

◆
榛
原
区

・
前
川
　
和
子
（
山
辺
三
）

・
今
谷
　
正
子
（
戒
場
）

・
福
井
　
允
樹
（
長
峯
）

・
大
友
　
明
（
天
満
台
西
２
）

・
松
本
　
捷
一
（
天
満
台
西
３
）

・
尾
上
　
リ
ン
（
天
満
台
東
３
）

・
前
田
　
ふ
み
子
（
萩
原
）

・
多
田
　
宏
司
（
萩
原
）

・
立
花
　
正
司
（
萩
原
）

・
大
西
　
英
雄
（
萩
原
）

・
棚
田
　
幸
子
（
篠
楽
）

・
仲
谷
　
冨
美
子
（
下
井
足
）

・
吉
本
　
三
千
代
（
山
路
）

・
福
田
　
武
（
八
滝
）

◆
室
生
区

・
中
村
　
友
治
（
下
笠
間
）

・
新
谷
　
均
（
深
野
）

・
今
西
　
光
子
（
多
田
）

・
上
窪
　
正
清
（
大
野
）

・
服
部
　
節
子
（
三
本
松
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
は
こ
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す

○
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で

す皆
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決

に
向
け
て
助
言
や
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

○
福
祉
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

多
く
の
方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
福
祉
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
福
祉
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
い

ま
す

私
た
ち
の
活
動
は
地
域
に
住
ん

で
い
る
皆
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る

問
題
や
要
求
、
期
待
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

○
専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す

皆
さ
ん
の
相
談
に
は
そ
の
場
で

解
決
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
専
門
機
関
を
紹
介
し

て
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○
皆
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ

役
で
す

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
や

関
係
機
関
へ
届
け
ま
す
。
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平成19年度宇陀市上半期予算執行状況をお知らせします
Y財政課（1８２－１３０５）

歳入

歳出

の
で
す
。

一
般
会
計
の
予
算
現
額
は
、

２
０
２
億
２，
７
３
９
万
１
千

円
（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

を
含
み
ま
す
。）
で
、
９
月
30

日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
82
億

８，
５
０
３
万
３
千
円
（
予
算

に
対
す
る
収
入
率
は
41．
０
％
）、

支
出
済
額
は
、
62
億
２，
０
２

１
万
５
千
円
（
予
算
に
対
す
る

執
行
率
は
30．
８
％
）
で
す
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
宇
陀
市
の
平
成
18
年
度

決
算
の
状
況
は
、
広
報
う
だ
11

月
号
で
既
に
公
表
し
て
い
ま

す
。

一

般

会

計

市税

繰入金

分担金及び
負担金

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

使用料及び
手数料

繰越金

財産収入

その他
（自主財源）

地方交付税

市債

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金

地方譲与税

その他
（依存財源）

33億4,173万3千円
17億8,865万1千円（収入率：53.5％）
5億6,763万7千円
0円（収入率：0.0％）
2億6,097万1千円
8,443万5千円（収入率：32.4％）
2億5,651万4千円
1億2,997万6千円（収入率：50.7％）
2億4,538万2千円
2億4,538万3千円（収入率：100.0％）
2億393万1千円
3,959万1千円（収入率：19.4％）
1億3,750万5千円
4,195万9千円（収入率：30.5％）

80億6,620万1千円
51億7,453万9千円（収入率：64.2％）
31億7,070万円
560万円（収入率：0.2％）
17億7,181万2千円
3億1,635万3千円（収入率：17.9％）
13億1,533万円
9,275万2千円（収入率：7.1％）
2億8,810万円
1億6,170万3千円（収入率：56.1％）
2億7,170万円
7,729万1千円（収入率：28.4％）
3億2,987万5千円
1億2,680万円（収入率：38.4％）

1億8,671万5千円
9,389万3千円（執行率：50.3％）

42億4,190万5千円
9億935万6千円（執行率：21.4％）

39億6,216万8千円
13億5,749万5千円（執行率：34.3％）

15億8,715万3千円
4億7,367万1千円（執行率：29.8％）

9億2,961万8千円
1億9,947万9千円（執行率：21.5％）

2億4,454万1千円
1億228万3千円（執行率：41.8％）

19億5,628万6千円
2億8,170万9千円（執行率：14.4％）

10億8,749万7千円
5億5,464万3千円（執行率：51.0％）

19億383万6千円
7億9,088万1千円（執行率：41.5％）

3億704万6千円
2,141万7千円（執行率：7.0％）

37億9,821万6千円
14億3,538万8千円（執行率：37.8％）

2,241万円
0千円（執行率：0.0％）

歳入における「その他（自主財源）」の内訳
（）内は収入済額、【】は収入率

○諸収入　1億3,250万4千円（4,195万9千円）【31.7％】
○寄附金　　　　　　　　500万1千円（0千円）【0.0％】

歳入における「その他（依存財源）」の内訳
（）内は収入済額、【】は収入率

○自動車取得税交付金
1億4,210万円（4,431万4千円）【31.2％】

○ゴルフ場利用税交付金
9,100万円（3,892万7千円）【42.8％】

○配当割交付金
2,560万円（1,684万７千円）【65.8％】

○株式等譲渡所得割交付金
2,500万円（0千円）【0.0％】

○利子割交付金　　2,080万円（848万2千円）【40.8％】
○地方特例交付金　1,823万円（1,823万円）【100.0％】
○交通安全対策特別交付金　

714万5千円（0千円）【0.0％】

内訳は※１

内訳は※２

※１

※２

10億円 20億円 30億円 40億円 50億円

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円 市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政

状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
19
年
度
上
半
期
（
４

月
〜
９
月
）
予
算
の
執
行
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
宇
陀
市
財
政
状
況

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
い
て
、
公
表
す
る
も
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
に
一
般
会
計
の

歳
入
・
歳
出
と
区
別
し
て
経
理

す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
り
設

置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

特

別

会

計

企

業

会

計

※普通会計とは、個々の地方公共団体の財政比較や、統一的な財
政状況の把握のために用いられる、地方財政統計上の会計区分
のことです。

一般会計・特別会計の
一時借入金現在高

一般会計・特別会計の市債現在高

水道事業 市立病院事業

介護老人保健施設事業 美榛苑事業

11 広報うだ　2007．12
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宇陀市職員の給与・定員管理などの概要
宇陀市では、市職員の給与や定員管理などの状況を市民の皆さんに知っていただくため、

その概要を公表します。 （人事課　1８２‐１３０３）

◆総　括
（１）人件費の状況（普通会計決算）

（注）１　平成18年度の歳出額に対する人件費の割合です。これには特別職･議員の給料･報酬なども含みます。
２　普通会計とは、市の全会計から公営企業などの特別会計（病院、美榛苑、水道、さんとぴあ榛原、下水道、区画整理など）を除い

たものです。
（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　職員数は、平成18年4月1日現在の人数です。

（３）ラスパイレス指数の状況

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の市職員の給与水準を示す指数です。

◆職員の平均給料月額、初任給等の状況（※平成19年4月より給料の5％減額を行っています。）
（１）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成19年4月1日現在）

（注）１　「平均給料月額」とは、平成19年4月における職員の基本給の平均です。
２　「平均給与月額」とは、平成19年4月における給料月額と職員手当（扶養手当･住居手当･地域手当･管理職手当）の合計額の平均で
す。

（２）職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）

（３）職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（平成19年4月1日現在）

（注）経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です。

◆行政職給料表の級別職員数等の状況（平成19年4月1日現在）

（注）1 宇陀市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
3 公営企業会計に属する職員及び技能労務職員は除いています。

◆職員の手当の状況（普通会計）
（１）期末手当･勤勉手当
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◆特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）

（２）退職手当（平成19年4月1日現在）

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成18年度に退職した職員に支給された平均額です。

（３）地域手当（平成19年4月1日現在）

（４）特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

（注）著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、給与上の特別な考慮を必要とする場合
もしくは、その特殊性を給料で考慮することが適当でない勤務に従事する場合に支給されます。

（５）時間外勤務手当

（６）その他の手当（平成19年4月1日現在）

（注）１　給料の（ ）内は、減額措置を行う前の金額です。
２　平成19年4月から、市長（15％）、副市長･教育長（10％）、区長（5％）の給料を減額しています。
３　教育長には6月期　0.725月分、12月期　0.725月分の勤勉手当が支給されます。
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◆職員数の状況

◆公営企業職員の状況

（１）部局別職員数の状況と増減数（各年4月1日現在）

1職員給与費の状況（平成18年度決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。 ２　職員数は、平成18年4月1日現在の人数です。

2職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（平成19年4月1日現在）

（注）１　「平均給料月額」とは、平成19年4月における職員の基本給の平均です。
２　「平均給与月額」とは、平成19年4月における給料月額と職員手当（扶養手当･住居手当･地域手当･管理職手当）の合計額の平均で
す。

（注）平成19年5月から、機構改革により各区の地域教育事務所が廃止となりました。

（２）年齢別職員構成の
状況

（平成19年4月1日現在）
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3職員の手当の状況
ア　期末手当･勤勉手当 イ　地域手当（平成19年4月1日現在）

ウ　特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

エ　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

オ　その他の手当



人事行政の運営などの状況
◆職員の任免に関する事項

◆職員の勤務時間その他の勤務条件

◆職員の分限及び懲戒処分の状況
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市職員の任用、勤務時間、その他の勤務条件、分限及び懲戒、服務、研修などの状況を公表します。

（１）職員の勤務時間（公務の運営上、特別の形態によって勤務する必要のある職員を除きます）

（２）年次有給休暇の取得状況（平成18年1月1日～平成18年12月31日）
職員には、1年を通じて20日間の年次有給休暇が与えられます。当該年に与えられた年次有給休暇の日数のうち、
その年に使用しなかった日数がある場合には、翌年に限りこの残日数を繰り越して使用することができます。

（３）時間外勤務の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（４）育児休業の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
職員は、任命権者の承認を受けて、当該職員の3歳に満たない子を養育するため、当該子が3歳に達するまで、

育児休業をすることができます。育児休業をしている期間又は時間については、給与は支給されません。

（５）介護休暇の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
職員の配偶者、父母、子、配偶者の父母等が、負傷、疾病又は老齢により2週間以上にわたり日常生活を営むの

に支障がある場合、その介護のために6月の期間内において必要と認められる期間、介護休暇を取得できます。介
護休暇により勤務しない時間は無給となります。

（１）分限の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由が

ある場合に、職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分です。その種類として、免職、降任、休職、
降給があります。



◆職員の福祉及び利益の保護の状況

◆職員の営利企業等の従事制限の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
地方公務員第38条の規定により、職員は、営利を目的とする私企業を営むことを目的とする団体の役員等への
就任、自ら営利を目的とする私企業の経営、報酬を受けての事業への従事などは禁止されていますが、「宇陀市職
員の営利企業等の従事制限に関する規則」に定める基準に適合する場合には許可できます。
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◆職員の研修の状況

（２）懲戒の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務等に違反した場合に道義的責任を問うことにより、公務における規律

と秩序を維持することを目的とする処分です。その種類として、免職、停職、減給、戒告があります。

（１）研修機関（奈良県市町村会館等）における研修の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（２）市町村独自で行った職員研修の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（１）健康診断の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（２）公務災害補償制度

◆給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団体の当局より適当な措置
が執られるよう要求することができます。
この要求があったとき、公平委員会は、審査を行い事案を判定し、その権限に属する事項については自らこれ
を実行し、その他の事項については権限を有する地方公共団体の機関に対し必要な勧告をしなければならないこ
ととされています。

◆不利益処分に関する不服申立の状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対して不服申立てができます。
この不服申立てを受理したとき、公平委員会は、その事案の審査を行い、その処分の承認、修正又は取消しを
行い、必要がある場合は、任命権者に対し職員がその処分によって受けた不当な取扱いを是正するための指示を
しなければならないこととされています。



広報うだ　 18

◆
第
３
回
定
例
会

平
成
19
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
６
日
か
ら
26
日
ま

で
の
21
日
間
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

期
定
例
会
で
は
、
平
成

19
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例

の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平

成
18
年
度
の
決
算
な
ど
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
で
の
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
回
臨
時
会

10
月
26
日
に
は
平
成
19
年

第3回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

条
例
・
規
則
改
正
な
ど

予
算
・
決
算
関
係

す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
整
備
予

定
の
菟
田
野
区
室
生
区
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

整
備
事
業
の
債
務
負
担
行
為
５
億

円
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（

）
内
は
予
算
額

○
職
員
給
与
費
【
各
款
の
合
計
】

（
△
２，

８
８
０
万
５
千
円
）

○
地
域
づ
く
り
推
進
基
金
積
立
金

（
12
億
円
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

徴
収
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
等

（
１，

２
２
６
万
円
）

○
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館
修

繕
（
１，

１
０
５
万
６
千
円
）

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
宇
陀
市
生
活
資
金
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
歯
科
診
療
所
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
榛
原
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
宇
陀
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
介
護
老
人
保
健
施
設
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
宇
陀
市
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計

欠
損
金
処
理

○
宇
陀
市
水
道
事
業
特
別
会
計
剰

余
金
処
分

○
市
指
定
ゴ
ミ
袋
代
等
（
４
９
０

万
９
千
円
）

○
市
営
住
宅
火
災
に
係
る
除
却
、

改
修
工
事
費
（
１，

５
０
４
万

円
）

○
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金

（
１
６
０
万
円
）

○
総
合
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費

【
平
成
21
年
全
国
高
校
総
体
】

（
４，

２
２
９
万
２
千
円
）

○
農
業
災
害
復
旧
費
（
８，

６
３

２
万
９
千
円
）

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
（
１
億
６，

９
３
０
万
円
）

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
の
追
加
】

○
平
成
20
年
度
菟
田
野
区
室
生
区

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
（
５
億

円
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
保
険
給
付
費
用
の
確
定

に
伴
う
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
へ
の
償
還
金
等
に
よ
る
４，

９
０
８
万
９
千
円
の
増
額
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
27
億
１，

６
１
８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

起
債
対
象
額
の
増
に
よ
る
財
源

の
振
替
で
、
地
方
債
限
度
額
は
１，

１
３
０
万
円
を
増
額
し
、
２
億
６，

９
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

定
例
会
の
主
な
審
議
の
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

ポ
ン
プ
場
修
繕
料
、
下
水
道
建

設
費
等
に
よ
る
６
８
２
万
５
千
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
10
億
３，

５
７
２
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算

◆
決
算
認
定
に
つ
い
て

予
算
が
議
決
し
た
趣
旨
と
目
的

に
し
た
が
っ
て
適
正
に
、
そ
し
て

効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
政

効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
ま
た
そ

れ
か
ら
み
て
、
今
後
の
行
財
政
運

営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
改

善
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
に

つ
い
て
審
議
す
る
も
の
で
す
。

今
定
例
会
で
は
、
宇
陀
市
一
般

会
計
・
特
別
会
計
14
件
の
合
計
15

件
の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認

定
と
、
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計

欠
損
金
処
理
及
び
水
道
事
業
特
別

会
計
剰
余
金
処
分
の
２
議
案
に
つ

い
て
、
９
月
６
日
提
案
さ
れ
、
９

月
13
日
の
質
疑
後
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
26
日
の
本
会
議
で
決
算
審

査
特
別
委
員
長
に
よ
る
審
査
結
果

報
告
の
後
、
採
決
の
結
果
す
べ
て

の
会
計
決
算
と
欠
損
金
処
理
及
び

剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
認
定
及
び

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
宇
陀
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
宇
陀
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

第
２
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

菟
田
野
区
・
室
生
区
に
お
け

る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整

備
事
業
を
既
に
着
工
し
て
い

る
大
宇
陀
区
・
榛
原
区
の
事

業
と
一
体
的
に
行
い
、
効
率

よ
く
安
定
的
に
工
事
を
行
う

た
め
工
事
請
負
契
約
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

Y
議
会
事
務
局
（
1
82-

５
７

７
１
）

平
成
19
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
７
月
17

日
未
明
の
集
中
豪
雨
災
害
に
対
す

る
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
15
億
９，

６
０
３
万

７
千
円
を
増
額
し
、
地
方
債
の
追

加
・
変
更
が
行
な
わ
れ
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
１
９
２
億
１，

７
２
７
万
６

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
の
早
期
完
了
を
期

◆
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る



意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
の
整
理
を
行
う
た
め
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
宇

陀
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

○
宇
陀
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

医
療
職
に
主
幹
及
び
看
護
主
幹

の
職
を
設
置
す
る
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
自
主
財
源

の
確
保
及
び
受
益
者
負
担
の
見
直

し
の
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
改
正
は
平
成
20
年
１
月
１
日

か
ら
で
す
。

○
宇
陀
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
関
係

・
自
転
車
等
の
移
動
に
要
し
た
手

数
料（

現
行
）

（
改
正
後
）

１，

０
０
０
円→

２，

０
０
０
円

○
宇
陀
市
税
条
例
関
係

・
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
手

数
料

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
事
項
の
証
明
書
の
交

付
手
数
料

・
原
動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
自

動
車
の
標
識
の
交
付
等

（
現
行
）

（
改
正
後
）

２
０
０
円→

３
０
０
円

○
宇
陀
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
・
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
手
数
料

・
住
民
票
の
写
し
交
付
手
数
料

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
交
付

手
数
料

・
住
民
票
の
写
し
広
域
交
付
手
数

料
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
交
付
手
数

料
・
公
簿
等
の
閲
覧
手
数
料

・
印
鑑
証
明
手
数
料

・
不
動
産
に
関
す
る
証
明
手
数
料

・
課
税
に
関
す
る
証
明
手
数
料

・
そ
の
他
市
税
等
に
関
す
る
証
明

手
数
料

・
許
可
地
縁
団
体
に
関
す
る
証
明

手
数
料

・
介
護
保
険
料
納
付
証
明
手
数
料

（
現
行
）

（
改
正
後
）

２
０
０
円→

３
０
０
円

○
地
籍
調
査
成
果
図
表
等
の
写
し

交
付
手
数
料

・
地
籍
図

・
図
根
点
座
標
値

・
筆
界
点
座
標
値

（
現
行
）

（
改
正
後
）

１
０
０
円→

３
０
０
円

○
証
明
書
の
再
交
付
手
数
料
・
そ

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答

の
要
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
基

礎
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い

て

当
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
お
り
、
市
財

政
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
新
生
児
訪
問

や
妊
婦
の
健
康
診
断
、
家
庭
児
童

相
談
室
の
設
置
な
ど
産
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
高
齢
化
対
策

と
し
て
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を

策
定
し
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の

再
生
や
若
者
定
住
策
も
必
要
で
、

今
後
も
市
民
の
誰
も
が
健
康
で
生

き
生
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
関
係
部
署
と
も
連
携
し
、

市
全
体
と
し
て
少
子
高
齢
化
対
策

に
努
め
る
。

緊
縮
財
政
下
で
の
水
道
事
業

と
下
水
道
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て上

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
公
衆
衛
生
の
向

上
、
住
宅
の
建
築
促
進
、
生
活
環

境
の
改
善
や
消
防
の
初
期
消
火
活

動
へ
の
貢
献
、
河
川
な
ど
の
水
質

の
保
全
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
多

く
の
社
会
的
効
果
が
生
ま
れ
、
住

民
意
識
の
向
上
に
も
な
る
。
今
後

も
宇
陀
市
の
財
政
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、

効
率
の
よ
い
上
下
水
道
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。
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の
他
証
明
手
数
料

（
現
行
）

（
改
正
後
）

２
０
０
円→

３
０
０
円

そ
の
他

◆
宇
陀
市
道
路
線
の
認
定

市
道
針
道
・
宮
奥
線
は
、
平
成

７
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
に
か
け

て
、
県
の
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整

備
事
業
に
伴
い
、
桜
井
市
八
井
内

（
県
道
桜
井
吉
野
線
）
か
ら
、
宇
陀

市
大
宇
陀
区
宮
奥
ま
で
建
設
さ
れ

た
道
路
で
、
桜
井
市
と
宇
陀
市
が

市
道
と
し
て
移
管
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
回
収
管
理
組
合
規
約
の
変
更

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
回
収
管
理

組
合
規
約
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◆
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
規
約
の
変

更構
成
市
村
の
協
議
に
よ
る
広
域

連
合
経
費
の
負
担
割
合
の
変
更
に

伴
い
、
広
域
連
合
規
約
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

【
変
更
前
】

各
市
村
の
負
担
割
合

・
人
口
割
１
０
０
分
の
７
０

・
団
体
割
１
０
０
分
の
３
０
（
内

訳
　
宇
陀
市
７
分
の
４
、
そ
の

他
市
村
７
分
の
１
）

【
変
更
後
】

各
市
村
の
負
担
割
合

・
人
口
割
１
０
０
分
の
８
０

・
団
体
割
１
０
０
分
の
２
０
（
内

訳
　
４
市
村
一
律
４
分
の
１
）

◆
宇
陀
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更

郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
定
款
の

一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
６
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆
「
地
域
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
法
」
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書

◆
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め

の
施
策
を
求
め
る
意
見
書

◆
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書

◆
有
害
鳥
獣
対
策
の
抜
本
強
化
を

求
め
る
意
見
書

◆
割
賦
販
売
法
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書

◆
永
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
確

立
に
関
す
る
意
見
書





談
会
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
な
が
ら
支
え
合
い
、

心
豊
か
に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
人
推
協
を
中
心
に
現
状
に
あ
っ

た
内
容
や
方
法
を
検
討
し
な
が
ら

提
案
し
て
い
き
た
い
。

市
有
地
無
断
占
有
に
つ
い
て

市
有
地
の
不
法
占
拠
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
再
三
に
わ
た

り
折
衝
を
重
ね
、
文
書
指
導
や
警

告
を
行
っ
て
き
た
。
速
や
か
な
撤

去
に
向
け
現
在
も
努
力
を
し
て
い

る
が
、
こ
の
問
題
は
全
体
の
問
題

と
し
て
も
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
、
今

後
も
粘
り
強
く
折
衝
を
重
ね
、
時

間
を
か
け
て
で
も
原
状
回
復
に
向

け
努
力
し
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て

解
決
し
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業

の
問
題
点
と
改
善
策
に
つ
い

て

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
に
つ
い
て
は
、

加
入
率
の
向
上
を
目
指
し
、

積
極
的
に
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

等
で
の
加
入
促
進
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
事
業
者
の
こ
ま
ど
り

ケ
ー
ブ
ル
も
駅
前
な
ど
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
新
聞
折
込
等
を
行
う
な

ど
独
自
に
展
開
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
個
人
情
報
の
保
護
に
は
万
全

も
達
に
夢
と
希
望
を
持
た
せ
豊
か

な
心
を
持
っ
た
す
ば
ら
し
い
青
少

年
の
育
成
に
努
め
た
い
。

市
営
住
宅
の
問
題
点
と
改
善

策
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
者
に

つ
い
て
も
、
文
書
に
よ
る
指

導
や
訪
問
徴
収
を
行
い
、
滞
納
を

減
ら
す
た
め
家
賃
徴
収
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
市
営
住
宅
入
居
者
に

年
１
回
の
収
入
申
告
を
義
務
付
け
、

適
正
な
住
宅
使
用
料
の
決
定
を
行

っ
て
い
る
。
増
改
築
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
が
違
法
で
は
な
く
、
基
本

的
に
は
風
呂
の
な
い
住
宅
へ
の
風

呂
の
増
設
や
高
齢
化
等
に
よ
る
室

内
段
差
の
解
消
、
階
段
・
浴
室
・

ト
イ
レ
等
へ
の
手
摺
り
の
設
置
な

ど
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
退
去
時
に

原
状
に
復
す
こ
と
を
条
件
に
許
可

を
し
て
い
る
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

を
始
め
、
過
去
、
現
在
の
同

和
施
策
の
総
点
検
を

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
旧
町

村
時
代
か
ら
滞
納
回
収
に
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
努
め
て
き
た
が
、

一
昨
年
に
県
内
の
23
町
村
で
組
織

さ
れ
た
回
収
管
理
組
合
と
協
力
体

制
を
取
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も

含
め
、
未
収
金
額
の
回
収
に
最
善

の
努
力
を
し
て
い
く
。
地
区
別
懇
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を
期
し
、
加
入
者
の
方
に
は
使
用

料
な
ど
の
負
担
の
こ
と
も
含
め
て

十
分
に
説
明
を
し
、
ご
理
解
い
た

だ
き
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
加
入
促

進
に
努
め
て
い
く
。

地
域
協
議
会
の
開
催
回
数
と

内
容
に
つ
い
て
公
開
を

各
区
の
地
域
協
議
会
に
お
い

て
は
、
行
政
改
革
大
綱
や
地

域
事
務
所
組
織
及
び
事
務
分
掌
、

施
設
の
統
廃
合
、
宇
陀
市
総
合
計

画
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

の
概
要
、
地
域
交
通
の
問
題
等
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
今

後
の
若
者
定
住
政
策
、
産
業
振
興
、

雇
用
環
境
の
整
備
等
の
た
め
に
工

業
団
地
実
現
を
、
県
へ
の
積
極
的

な
働
き
か
け
や
地
域
の
活
性
化
を

と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。
財
政

的
な
問
題
も
十
分
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
、
今
後
も
４
区
で
均
衡
の
と

れ
た
行
財
政
運
営
を
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
管
理
と
利
用
に

つ
い
て

使
用
し
な
く
な
っ
た
学
校
な

ど
の
施
設
の
中
に
は
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
も
の

も
あ
り
、
地
元
の
意
見
も
充
分
に

尊
重
し
て
継
続
し
て
活
用
で
き
る

も
の
は
経
費
を
抑
え
な
が
ら
有
効

活
用
し
、
将
来
的
に
利
用
が
で
き

な
い
も
の
は
取
り
壊
し
、
売
却
処

分
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
維

持
管
理
は
担
当
課
が
行
っ
て
い
る

が
、
安
易
に
委
託
し
な
い
と
い
う

の
は
行
革
の
一
環
で
も
あ
り
、
草

刈
等
職
員
で
で
き
る
こ
と
は
職
員

の
手
で
行
い
、
担
当
課
で
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
全
庁
的
に
応

援
す
る
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
行
政
と
民

間
企
業
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て

災
害
の
発
生
に
備
え
、
市
民

の
生
活
や
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄
に
努

め
て
い
る
が
、
災
害
の
規
模
に
よ

り
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
し

て
、
県
が
流
通
・
生
産
業
者
等
か

ら
県
下
各
市
町
村
へ
緊
急
物
資
を

供
給
す
る
の
た
め
の
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
上
下
水

道
施
設
の
復
旧
作
業
へ
の
協
力
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
が
、
今
後
も
生
活
必
需

品
の
確
保
計
画
や
民
間
業
者
と
の

協
力
体
制
の
確
立
も
含
め
、
大
規

模
災
害
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
体

制
を
作
っ
て
い
く
。

今
後
の
行
政
の
更
な
る
透
明

化
を
高
め
る
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
予
算
編
成
の
過
程
を
公
開
し

て
い
っ
て
は
ど
う
か

予
算
編
成
の
過
程
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
い
う

の
は
、
鳥
取
県
の
先
駆
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
が
、
本
市
は
合
併
直

後
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
慎
重
な
調

整
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

市
民
が
市
の
財
政
状
況
に
関
心
を

持
つ
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
、
今
後
と
も
分
か
り
や
す

い
公
開
方
法
に
つ
い
て
知
恵
を
絞

っ
て
い
き
た
い
。

農
業
支
援
策
と
し
て
、
農
業

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
か

農
業
支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
担
い
手
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

を
設
立
し
、
農
地
の
お
見
合
い
の

場
と
し
て
遊
休
農
地
の
解
消
に
奈

良
県
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
に

伴
う
遊
休
農
地
の
増
加
の
対
策
と

し
て
、
県
や
奈
良
県
農
協
と
協
力

し
て
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
や

り
方
で
運
営
す
る
集
落
営
農
を
支

援
し
て
お
り
、
今
後
も
予
想
さ
れ

る
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
有
効

な
農
業
支
援
策
に
多
面
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰

10
月
16
日
、
永
年
に
わ
た
り

保
護
司
と
し
て
犯
罪
の
防
止
と

更
生
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
、
法
務
大
臣
表
彰
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
、
白
毛
良
夫
さ
ん

（
菟
田
野
区
佐
倉
）
が
、
保
護
司

と
し
て
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

白
毛
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に

保
護
司
に
就
任
さ
れ
、
現
在
は

宇
陀
地
区
保
護
司
会
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
の
発
展
に
貢
献

〜
市
社
会
福
祉
大
会
〜

文
化
財
保
護
に
寄
付
金

こ
の
た
び
、「
宇
陀
い
に
し
え

を
考
え
る
会
」
か
ら
、
市
に
６

８,
２
１
２
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
宇
陀
い
に
し
え
を
考
え
る

会
」
は
、
平
成
10
年
か
ら
宇
陀

を
中
心
に
遺
跡
や
古
墳
、
伝
統

的
建
造
物
な
ど
多
方
面
に
わ
た

り
研
究
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
し 白毛良夫さん

10
月
30
日
、
市
総
合
体
育
館

で
、「
す
べ
て
の
人
が
豊
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
、
第
２
回
市
社
会
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

各
分
野
か
ら
福
祉
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
演
芸
の
部
で

は
、
漫
談
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
海

原
は
る
か
・
か
な
た
の
漫
才
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
表
彰
者
】（
敬
称
略
）

◆
民
生
児
童
委
員

泉
岡
参
治
（
大
宇
陀
区
内
原
）、
佐
々

岡
泰
子
（
同
春
日
）、
西
岡
美
鈴
（
同

本
郷
）、
竹
田
彰
夫
（
同
野
依
）、
森

本
猛
（

）、
松
浦
茂

（
同
稲
戸
）、
奥
田
義
行
（
同
平
井
）、

た
が
、
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
「
大
宇
陀
区
の
伝
統
的
建
造

物
群
の
保
存
な
ど
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。」
と
、
活
動
費
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
文
化
財
保
存
な

ど
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

清
水
定
心
（
同
松
井
）、
仲
谷
冨
美
子

（
榛
原
区
下
井
足
）、
尾
上
リ
ン
（
同

天
満
台
東
３
）、今
谷
正
子（
同
戒
場
）、

大
友
明
（
同
天
満
台
西
２
）、
北
森
玲

子
（
室
生
区
三
本
松
）、
上
窪
正
清

（
同
大
野
）

◆
社
会
福
祉
事
業
従
事
者

岡
坂
智
（
榛
原
区
笠
間
）、
梶
嶋
紀
容

子
（
大
淀
町
）、
石
田
百
合
子
（
橿
原

市
）

◆
福
祉
分
野
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
・
団
体
等

森
川
鎭
男
（
大
宇
陀
区
本
郷
）、
丸
山

長
司
（
菟
田
野
区
古
市
場
）、
虹
の
会

（
榛
原
区
）、
牧
野
貞
代
（
榛
原
区
天

満
台
西
４
）、
垣
内
民
子
（
同
天
満
台

西
２
）、
す
み
れ
会
（
榛
原
区
）

◆
自
立
更
生
者

部
谷
圭
野
（
大
宇
陀
区
下
片
岡
）、
岸

田
廣
美
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）、
多
田

千
代
子
（
榛
原
区
下
井
足
）、
飯
降
昭

五
郎
（
室
生
区
向
渕
）

◆
そ
の
他
社
会
福
祉
関
係
者
及

び
関
係
団
体
等

春
日
擴
子
（
大
宇
陀
区
下
中
）、
松
岡

千
代
野
（
同
小
附
）、
井
上
光
二
（
同

上
）、
森
田
豊
彦
（
同
麻
生
田
）、
前

田
貢
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）、
上
造
輪

勝
（
榛
原
区
萩
原
）、
田
中
正
昭
（
同

赤
瀬
）、
藤
田
ユ
ミ
子
（
同
萩
乃
里
）、

桝
宇
勇
（
室
生
区
下
田
口
）、
森
下
金

治
郎
（
同
無
山
）、
大
向
美
佐
江
（
同

三
本
松
）
胎
中
老
人
ク
ラ
ブ
（
室
生

区
）、
上
笠
間
老
人
ク
ラ
ブ（
室
生
区
）

ド
ー
ム
菊
を
寄
贈

「
向
渕
営
農
ク
ラ
ブ
（
野
田

勝
晤
会
長
）」
か
ら
、
今
年
も
市

に
菊
の
鉢
植
え
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
向
渕
営
農
ク
ラ
ブ
」
は
、

遊
休
農
地
を
利
用
し
て
、
野
菜

の
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
菊

づ
く
り
は
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
、

今
年
は
３
５
０
鉢
を
栽
培
さ
れ
、

う
ち
１
０
０
鉢
は
、
市
内
公
共

施
設
な
ど
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
菊
は
、

庁
舎
玄
関
前
な
ど
に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

和風曲芸で参加者も交えて
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世
界
児
童
画
展
で
特

選
を
受
賞

こ
の
た
び
、
坂
本
莉
帆
さ
ん

（
菟
田
野
小
学
校
５
年
）
が
、

「
第
37
回
世
界
児
童
画
展
」
で
特

選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
絵
は
、「
ア

ト
リ
エ
の
す
い
そ
う
」
と
い
う

作
品
で
、
魚
が
数
匹
泳
い
で
い

て
、
そ
の
背
景
は
「
に
じ
み
ぼ

か
し
技
法
」
を
取
り
入
れ
て
描

い
た
も
の
で
す
。

坂
本
さ
ん
は
、
５
歳
か
ら
絵

を
習
い
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
、

動
物
や
花
の
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
絵
を

た
く
さ
ん
書
い
て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
坂
本
さ
ん
に
絵
を
教

え
ら
れ
た
橋
本
修
二
先
生
（
菟

田
野
区
）
は
、「
２
０
０
７
年
度

世
界
指
導
者
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

さ
つ
ま
芋
を
今
年
も
プ

レ
ゼ
ン
ト

10
月
30
日
、
津
田
求
さ
ん

（
榛
原
区
赤
埴
）
は
、
さ
つ
ま
芋

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
、
榛

原
区
内
の
福
祉
施
設
な
ど
を
訪

れ
ま
し
た
。
施
設
の
方
は
、「
毎

年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
学
い
も
に
し
て
、
皆
で
い
た

だ
き
ま
す
。」
と
、
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

最
近
で
は
、
鹿
や
猿
、
猪
が

多
彩
な
催
し
「
宇
陀
じ

ま
ん
市
」

11
月
９
日
か
ら
11
日
の
３
日

間
、
総
合
体
育
館
で
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
一
堂
に
集
め
た
市
自
慢

の
展
覧
会
「
宇
陀
じ
ま
ん
市
」

を
開
催
、
延
べ
４
６
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

初
日
か
ら
始
ま
っ
た
美
術
展

覧
会
に
は
、
絵
画
、
書
芸
、
写

真
、
彫
塑
・
工
芸
の
部
門
か
ら

約
１
４
０
点
の
力
作
が
、
農
林

産
物
品
評
会
に
は
、
丹
精
込
め

て
育
て
ら
れ
た
野
菜
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
毛
皮
革
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
や
健
康
増
進

コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
向
け
遊
具

の
コ
ー
ナ
ー
、
催
し
広
場
で
は
、

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク

菟
田
野
で
「
世
界
の
カ

エ
デ
・
モ
ミ
ジ
観
賞
会
」

10
月
26
日
か
ら
11
月
４
日
ま

で
の
間
、
菟
田
野
花
き
植
木
切

り
花
研
究
会
圃
場
（
菟
田
野
区

宇
賀
志
）
で
「
カ
エ
デ
・
モ
ミ

ジ
観
賞
会
」（
菟
田
野
花
き
植
木

切
り
花
研
究
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
カ
エ
デ
研
究
家

の
矢
野
正
善
さ
ん
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
１
２
０
０
種
類
、

３
０
０
０
本
の
カ
エ
デ
・
モ
ミ

ジ
を
観
賞
し
よ
う
と
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
、
鮮
や
か
に
色
付

い
た
カ
エ
デ
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

開
催
中
、
カ
エ
デ
の
苗
を
使

っ
た
苔
玉
づ
く
り
や
寄
せ
植
え
、

竹
細
工
の
体
験
、
カ
エ
デ
の
資

料
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
作
物
に
被
害
を
与
え
、
特
に

猿
か
ら
の
被
害
が
ひ
ど
く
、
さ

つ
ま
芋
が
実
を
つ
け
る
前
に
根

ご
と
引
き
抜
い
て
し
ま
う
の
で

困
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
津
田

さ
ん
は
、「
来
年
も
続
け
て
い
け

る
か
ど
う
か
不
安
で
す
。」
と
、

話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
は
、
原
稿
を
作
る
ま
で
の
作

業
と
大
変
さ
を
学
び
、
地
域
と

地
域
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を

知
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、

将
来
へ
の
進
路
を
考
え
る
上
で

大
変
重
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、
新
鮮

な
農
林
産
物
、
花
き
植
木
、
地

域
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
見
山
公
園
紅
葉
狩

り
で
は
、
公
園
内
を
榛
原
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々

が
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
行
わ
れ
た
毛
皮
革

製
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
高

級
毛
皮
革
製
品
を
格
安
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
毛
皮
革
製
品

の
大
抽
選
会
や
農
林
産
物
即
売

会
が
行
わ
れ
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
即
売
会
の
収
益
金
４

８,
３
１
１
円
は
、
出
品
さ
れ
た

方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り
市
の
善

意
銀
行
に
預
託
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

毛皮革製品オークションの様子

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
の
３
日

間
、
榛
生
昇
陽
高
校
の
生
徒
た
ち

（
１
年
生
）
が
、
各
施
設
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
秘
書
広
報

課
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た

生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
。



救出訓練とＡＥＤを使った救命処置の訓練（下井足）

バケツリレーによる消火訓練（富士見ヶ丘）

芸
術
の
秋
！
音
楽
の
秋
！

室
生
山
上
公
園
で

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
11
日
、
芸
術
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森
で
奈

良
ジ
ャ
ズ
協
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
の
大
学
や
社

会
人
の
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
６
団

体
が
、
公
園
内
の
中
央
ス
テ
ー

ジ
で
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
楽
曲
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
市
内
外
か
ら
約
２

３
０
人
の
観
客
が
訪
れ
、
自
然

に
包
ま
れ
た
森
の
中
の
ホ
ー
ル

で
、
自
然
と
音
楽
が
一
つ
に
と

け
あ
い
、
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、

心
ゆ
く
ま
で
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
ん

地
域
で
防
災
訓
練
を

実
施10

月
か
ら
11
月
の
間
、
自
主

防
災
組
織
や
自
治
会
で
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
28
日
に
は
下
井
足
自
主

防
災
組
織
（
榛
原
区
）
が
、
11

月
11
日
に
は
富
士
見
ケ
丘
自
主

防
災
組
織
（
榛
原
区
）
が
地
域

住
民
の
参
加
の
も
と
、
各
訓
練

場
に
お
い
て
「
自
主
防
災
訓
練
」

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
避
難
訓
練
や
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
救
命
訓
練
、
非
常
食
の
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
、
災
害
を
想

定
し
た
中
で
の
実
践
的
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
参

加
者
の
防
災
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

実
際
に
地
震
や
災
害
が
起
こ

っ
た
と
き
、
隣
近
所
の
人
た
ち

が
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、

初
期
消
火
や
救
助
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
多
く
の
人
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
い
つ
ど
ん
な
か
た
ち

で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
、
事
前
に
備

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

９
月
16
日
、
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
７
」
は
、
宝
く
じ
助

成
金
制
度
を
受
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
資
す
る
た
め
、
主
と
し
て
、

小
・
中
学
生
が
参
加
す
る
事
業

に
対
し
て
、
7
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

宝
く
じ
収
益
金
で
地

域
の
活
性
化

11
月
18
日
、
地
域
の
活
性
化

に
な
れ
ば
と
戒
場
自
治
会
・
戒

長
寺
の
有
志
た
ち
に
よ
り
、
戒

長
寺
境
内
（
榛
原
区
戒
場
）
で

「
戒
長
寺
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
ゆ
う
の

会
」
に
よ
る
琴
や
「
う
た
の
笛

物
語
」
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
静
か
な
境
内

に
素
敵
な
音
色
が
響
き
わ
た
り

戒
長
寺
オ
ハ
ツ
キ
イ

チ
ョ
ウ
コ
ン
サ
ー
ト
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で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
子
ど
も

た
ち
の
姿
も
み
ら
れ
、
初
め
て

体
験
す
る
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
迫
力
あ
る

演
奏
に
し
ば
し
興
奮
ぎ
み
の
よ

う
で
し
た
。

ま
し
た
。

ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
が
紅
葉
し

始
め
た
10
日
か
ら
18
日
の
期
間
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
多
く

の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

な
お
、
戒
長
寺
の
オ
ハ
ツ
キ

イ
チ
ョ
ウ
は
、
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



田
原
小
学
校
１
０
０
周

年
記
念

11
月
18
日
、
市
立
田
原
小
学

校
で
、「
学
校
創
立
百
周
年
記
念

式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
前
田
禎
郎

市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
や

関
係
者
、
地
区
の
方
々
約
２
５

０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
校
百
年
の
歩
み

を
映
像
で
紹
介
さ
れ
１
０
０
年

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
記
念
講
演
や
児

童
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
、
学
校
の
今
と
昔
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。

校
区
で
は
、
昨
年
か
ら
記
念

事
業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

記
念
式
典
や
記
念
碑
の
建
立
、

記
念
誌
「
た
わ
ら
」
の
発
刊
な

ど
の
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。萬

世
晴
康
校
長
は
、「
地
域
の

方
々
の
学
校
教
育
へ
の
熱
い
思

い
や
期
待
、
学
校
に
対
す
る
奉

仕
の
気
持
ち
や
協
力
の
精
神
は

現
在
も
連
綿
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
方
々
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
協

力
に
よ
り
、
盛
大
な
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
と
な
っ
た
11
月
17
日
、

「
第
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
し
、
１
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
開
催
し

ま
し
た
。

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園
か
ら

保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛
苑
ま
で
の

約
６
d
の
コ
ー
ス
を
楽
し
く
歩

き
ま
し
た
。

公
園
で
は
、
運
動
指
導
士
に

よ
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ツ
」

と
題
し
て
、
効
果
的
な
実
技
指

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
自
然
を
満
喫

11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、

榛
原
区
で
「
榛
原
あ
い
さ
こ
い

さ
祭
り
」（
榛
原
あ
い
さ
こ
い
さ

祭
り
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

初
日
に
は
、
ま
ち
の
中
心
市

街
地
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、

総
合
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、

榛
原
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓

隊
＆
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
演
技
や

榛
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

太
鼓
台
の
顔
見
せ
や
夜
店
が
出

店
さ
れ
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
勢
街
道
「
札
の
辻
」

周
辺
で
は
、
秋
祭
り
に
あ
わ
せ

て
古
い
町
並
み
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
各
商
店
街
を
ろ
う
そ
く
の

灯
で
照
ら
す
「
は
ぎ
あ
か
り
」

活
気
あ
ふ
れ
る
秋
祭
り
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が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幻
想
的
な

灯
の
中
を
練
り
歩
く
太
鼓
台
や

宵
宮
行
列
の
姿
は
、
と
て
も
魅

力
的
な
も
の
で
し
た
。

３
日
に
は
、
正
午
か
ら
榛
原

駅
前
で
太
鼓
台
の
練
り
合
わ
せ

が
行
わ
れ
、
町
中
が
「
祭
り
」

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
伝
承
地
か
ら
墨
坂

神
社
ま
で
の
墨
坂
御
渡
行
列
が

行
わ
れ
、
御
輿
を
中
心
に
、
衣

冠
束
帯
や
鎧
兜
な
ど
を
身
に
つ

け
た
お
渡
に
続
い
て
、
３
台
の

太
鼓
台
が
随
行
し
、
社
前
で
勇

壮
な
練
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

導
の
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
運
動
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
紹
介
や
「
健

康
う
だ
21
計
画
策
定
運
動
専
門

部
会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
に
健
康
づ
く
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
豊
か
な
自
然
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
へ

の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
定
期
的

に
行
う
こ
と
で
生
活
習
慣
病
予

防
に
よ
い
効
果
が
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
手
軽
に
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。



●お元気クラブ
日時 12月12日（水）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

●お達者クラブ
日時 12月18日（火）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

●はつらつ料理教室
日時 12月６日（木）・20日（木）
午前10時～12時30分
（受付：午前９時30分～10時）
場所 菟田野保健センター（調理室）
対象 おおむね65歳以上の方で、一
人暮らしや高齢者世帯の方

■教室

●ぬく森サロン
日時 12月７日（金）・12日（水）・14日（金）・21日（金）
※時間はいずれも午前11時～午後３時30分
場所　室生ぬく森の郷
内容 クリスマス会
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者

●はつらつ料理教室
日程 12月17日（月）午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷
内容 高齢者のための料理教室
対象 おおむね65歳以上の方
参加費 300円（１回）

●脳いきいき教室
日程 12月12日（水）、19日（水）
午前９時30分～11時30分
場所 室生ぬく森の郷
内容 運動機能向上、認知症予防
対象 介護保険の認定者になっていない高齢者

問い合せ先：お元気クラブ・お達者クラブ・はつら
つ料理教室は、大宇陀保健センター（183‐2255）
または菟田野保健センター（184‐9925）へ

【大宇陀区・菟田野区対象】

【室生区対象】

申込先：ぬく森サロン・はつらつ料理教室・脳いき
いき教室は、室生ぬく森の郷へ（192‐5220）

　　12月の保健カレンダー

●運動のつどい
実施日 12月３日（月）・10日（月）
受付時間 午後1時30分～３時30分
場所　室生ぬく森の郷
対象　運動しようと思う人はどなたでも。
内容 筋力アップ運動・有酸素運動など

【榛原区・室生区対象】

申込先：室生ぬく森の郷（192‐5220）または、
榛原保健センターへ（182‐0998）
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■予防接種

■健康診査

●脳いきいき教室〈認知症・転倒予防教室〉
いつまでも、いきいきと健康に暮らすために参加し

ませんか。
日程 平成20年1月16日・30日、２月13日・27日、３
月12日・19日・26日
※時間はいずれも水曜日の午前９時30分～11時30分
場所 榛原保健センター
内容 認知及び転倒予防のためのトレーニング、レク
リエーションなど
対象 65歳以上の人
募集人数 20人（申し込み多数の場合は抽選）
費用 無料
申し込み 12月21日（金）までに榛原保健センターへ
（182‐0998）

【榛原区対象】
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■健康診査

※すでに健（検）診の申し込みをされている方（実施日の２週間前までに問診票を個別に送付します。）
※榛原区の結果説明会は、受診日に日程の用紙を渡します。

●榛原区子育て支援室（1８２‐１１４３）
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～11時30分
場所 榛原北保育園
●室生保育所（1９２‐３００５）
開放日 毎月第２土曜日　午前９時～11時
場所　室生保育所

●大宇陀区子育て支援室（1８３‐３５１１）
市内在住の方なら、どなたでも参加いただけます。

親子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日　12月4日（火）、17日（月）、21日（金）
開催時間 午前９時30分～11時30分
開催場所 大宇陀幼児園　子育て支援室

●菟田野区子育て支援センター″キッズ″（1８４‐３５８６）
開放日 月～金曜日
開放時間 午前９時～午後５時（事前連絡要）
開催場所 菟田野保育所
※毎週水曜日は、支援室を開放しています。

◆子育て支援室開放日◆

◆園庭開放日◆（雨天中止）

◆かんかんくらぶ◆（児童ふれあい交流促進事業）

■室生北児童館（1０７４３‐８２‐１８４７）
対象　６カ月以上の未就園児とその保護者
●かんかん食事
開催日 12月13日（木） 午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷（室生区大野）
内容 ・クリスマスケーキ作り　・クリスマス会
参加費 大人一人400円（材料費）子どもは無料
持ち物 エプロン、三角きん、タッパー
申込締切 12月6日（木）
●かんかん絵本
開催日 1月10日（木） 午前10時～12時
場所 室生北児童館（室生区無山）
内容 ・絵本の読み聞かせ　・手遊び　・１月生まれ
の誕生会　・お正月遊び
申込締切 1月７日（月）
【各事業の定員・申し込みは次のとおりです】
定員 先着20組
申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日、祝日、12月
29日から翌年１月３日までを除く、午前８時30分
～午後５時）

●家庭教育講座参加者募集
大宇陀家庭教育推進協議会（事務局：子育て支援室）

では、家庭教育力の向上を推進するために家庭教育講
座を開いています。皆さんお誘い合わせの上、多数ご
参加ください。
日時　12月10日（月） 午前10時～12時
場所　大宇陀幼児園（遊戯室）
講師　石崎仁美さん
内容　親子リトミック
定員 50人（25組）
申し込み 12月7日（金）までに大宇陀幼児園子育て支
援室まで（1８３‐３５１１）
※リトミックによって幼児の感覚・頭脳・身体がひと
つになり、言葉や数（知育）・音やリズム（音感）・自
立心（情操）がしっかりとはぐくまれます。

■健康結果勉強会



宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp
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■人間ドックのお知らせ
市立病院では、健康でお過ごしいただくために、

病気の予防や早期発見のための健康チェックをお手
伝いしています。
完全予約制のため、平日の午前９時～午後５時ま

での間に、お電話で予約を承っております。
検査結果は、約10日後に詳細な検査結果を郵送さ

せて頂きます。
●日帰り人間ドック
所要時間：月・火・金の午前中
費用：36，750円（消費税含む）
検査項目：問診、血圧測定、視力検査、聴力検査、
眼底検査、尿検査、便検査、血液一般検査、血液
生化学検査（17項目）、免疫血清検査（５項目）、
心電図検査、胸部レントゲン検査、胃透視検査、
腹部超音波検査、婦人科検診〈乳がん・子宮がん
は、3，250円（税込）が別途必要〉

●１泊２日人間ドック
保養センター美榛苑で宿泊していただき、温泉と

食事を提供させていただきます。病院から宿泊施設
へは送迎いたします。自然に包まれた天然温泉で宿
泊しながら、心身共にご自身の身体をチェックして、
ゆったりリフレッシュできます。
検診日：月・火のみ
費用：63，000円（税込）
検査項目：問診、血圧測定、視力・聴力検査、眼底
検査、尿検査、便検査、喀痰検査、血液一般検査、
血液生化学検査（30項目）、免疫血清検査（７項
目）、心電図検査、胸部レントゲン検査、胃透視
検査、腹部超音波検査、呼吸機能検査、直腸検査、
婦人科検診〈乳がん・子宮がんは、3，250円（税
込）が別途必要〉

●脳ドック
所要時間：金曜日の午後３～４時間程度
費用：39，900円（税込）
検査項目：身体計測、神経内科診察、ＭＲＩ、ＭＲ
Ａ、頚動脈エコー、血液検査、尿検査、眼底検査、
心電図検査、胸部Ｘ線

●日帰り人間ドックと脳ドックを
同時に受診するとお得です。

人間ドック36，750円に、脳ドック15，750円のみ
追加の合計52，500円（税込）で受けていただけます。
申し込み・お問い合わせ 市立病院医務課へ

■潜在看護師さんへ、あなたの看護を待っています
再就職を考えていらっしゃる方は、経験年数や離

職期間に関係なく、再就業に対する不安があると思
います。
最近の看護や医療についての知識や技術を再習得

して、スムーズに再就職していただけるよう講習会
も実施いたします。あなたの看護の力を待っている
患者様のために、資格を活かして看護師として活動
をしてみませんか。まずはお話だけでもお待ちいた
しております。
～子育て支援もしています～
市立病院内には、保育園も設置しています。チャ

レンジしたいが「子育てが」と悩んでおられる方。
まずは連絡を！！お待ちしております。
問い合わせ 看護部長　西岡令子

■12月（土曜日）診察のご案内
12月土曜日の外来診察は、第１土曜日の１日、第

３土曜日の15日を平常診察しています（耳鼻いんこ
う科と泌尿器科は休診です）。

■年末年始の休診日と救急患者の受け入れ
のご案内
◆12月28日（金）まで平常どおり診察します。
◆12月29日（土）から平成20年１月３日（木）まで
全診療科休診です。
◆平成20年１月４日（金）から平常どおりの診察と
なります。

■夜間・休日に診てもらえるお医者さんを探せます
奈良県では、病院・診療所に関する情報や、医療に

関する情報をホームページで提供しています。
インターネットを利用の方は、「奈良県広域災害・救

急医療情報システム」http://www.qq.pref.nara.jp/
qq/men/qqtpmenult.aspxをご覧ください。

■糖尿病教室のご案内
市立病院では、糖尿病を理解し、幸せな生活を過
ごしていただくために糖尿病教室を行っています。
12月の実施日は、第１・２・３木曜日に変更いたし
ます。気軽に参加していただけるように、予約・料
金とも不要です。ぜひ、ご参加ください。
時間 午後２時～３時
場所 東館２階（２３２号室）
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「てんいち」とは、てん（英語の１０）とい
ち（日本語の１）を合わせた１１（てんい
ち）のことで、毎月１１日の人権を確か
めあう日を意味しています。

人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
あ
た
り
、

改
め
て
「
平
和
」
と
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、「
平
和
と
人
権
を
考
え
る
市
民
集

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
、
広
島
で
人
間
と
同
じ
よ
う
に
原
爆
に
遭

遇
し
た
ピ
ア
ノ
が
、
一
人
の
調
律
師
と
の
出
会
い

に
よ
り
よ
み
が
え
り
、
私
た
ち
に
平
和
の
音
色
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分
（
予
定
）

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

場
所

宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料

出
演

成
尾
亜
矢
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
他

問
い
合
せ

宇
陀
市
人
権
施
策
課
（
1
82
‐
２
１
４
７
）

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

※
１
歳
６
カ
月
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
対

象
に
、
託
児
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
12
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、
人
権
施
策
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」（
１
９
４
８
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

「
世
界
人
権
宣
言
」
第
１
条
で
す
。）

国
連
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
採
択
を
記
念
し
て
、

毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
世
界
中
で

人
権
尊
重
の
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
12
月
４
日
か
ら
人
権
デ
ー
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
広
く
呼
び
か
け
を
行
い
、

人
権
尊
重
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
は
、
人
権
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

あ
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
身
の
ま
わ

り
を
見
つ
め
直
し
、
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
和
と
人
権
を
考
え
る
市
民
集
会
　
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
平
和
の
音
色
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
〜

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

市
で
は
、
10
月
よ
り
、
女
性
専
門
相
談
員
に
よ
る
Ｄ

Ｖ
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
夫
（
又
は
妻
）
や
恋
人
が
暴
力
を
ふ
る
う
」「
私

さ
え
我
慢
す
れ
ば
」「
女
だ
か
ら
、
こ
う
で
な
け
れ
ば
」

な
ど
、
自
分
の
感
情
を
抑
え
込
ん
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
。

相
談
日

12
月
26
日
（
水
）・
平
成
20
年
２
月
27
日
（
水
）

（
当
面
は
隔
月
実
施
で
、
偶
数
月
の
第
４
水
曜
日
）

相
談
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
場
所

予
約
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

相
談
予
約

事
前
予
約
が
必
要（
一
人
50
分
・
１
日
３
人
）

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
セ
ク
ハ
ラ
、
性
暴
力
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
課
（
1
82
‐
２
１
４
７
）

当
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を

演
奏
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
２
人
程
度
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

申
し
込
み

12
月
７
日(

金)

の
午
前
中
ま
で
に
、

人
権
施
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

成尾　亜矢子
（ピアニスト）

１２
月
４
日
（
火
）
〜
１０
日
（
月
）
は
人
権
週
間
で
す

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
相
談
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ト（ある人のみ）
Y市体育協会バドミントン部長　川崎
方（182-8302）
■モーニングラン IN 大宇陀
開催
古いまちなみが残る大宇陀松山地区

（重要伝統的建造物群保存地区）を走
ります。子どもから大人まで、皆さん
の参加をお待ちしています。
日時　12月15日g午前9時30分～（受
付）午前10時～（スタート）※雨天中
止　集合場所　大宇陀運動場　コース
運動場から3km･5kmコース　申し込み
当日受付　参加料 無料
Y市陸上競技協会（182-5237）

部交番（183-0110）
■バドミントン講習会参加者募
集

日時　12月9日a午前9時～12時（小･
中学生対象）午後1時～4時（中学生以
上）場所　市総合体育館　参加費　無
料　持ち物　体育館シューズ、ラケッ

■掲載項目は必要最小限度内に（90
文字程度）

■紙面の都合上掲載できない場合あり
■掲載される内容については責任を持
つこと

■営利目的のもの（主催者が収入を得
るものや営利行為の無料PR活動、
職業に密接したものを含む）、政治

宗教に関するもの、公序良俗に反
するもの、金銭的トラブルが生じ
る恐れがあるもの、不特定多数の
市民を対象としないものなどは掲
載不可

■原稿は掲載日の約1カ月前に秘書広
報課へ

Y秘書広報課（182-3912）

みんなの掲示板　掲載記事募集中

■ミニバス体験教室開催
UDAミニバスケットボールクラブで

は、33年目の体験教室を開催します。
市内の小学生ならば、誰でも参加でき
る楽しい教室です。ぜひ一度、見学に
来てください。
練習日　毎週日曜日午前9時～12時
練習場所　大宇陀小学校体育館
Y小松原方（183-1268）
■地域安全餅つき大会開催
日時　12月2日a午前10時～午後3時
場所　道の駅宇陀路大宇陀　内容　地
域安全餅つき大会やシートベルト体験
など各種イベントを開催します
Y松本方（183-0165）又は大宇陀幹

これから新築･リフォーム等をお
考えの市民の方からの疑問･質問に
資格を持った「住いづくりアドバ
イザー」が無料で相談に応じます。
日時　12月13日e 午後1時～
4時

場所　市役所　2階　211会議室
相談内容　
○耐震診断･耐震改修等の地震に強い住まいづく
り、リフォームについて

○バリアフリー改修について
○知っておきたい法律や制度、設備について
※民事やリフォームに関するトラブルや紛争に関
する相談や現地調査を伴う相談、事業所の紹介
等はできません。

申し込み　12月7日fまでに営繕課へ（予約制、先
着3名まで）

Y営繕課（182-5642）

■無料住宅相談の窓口

◆日時　12月11日c･25日c 午前9時30分～12時
場所　榛原公民館
◆日時　12月12日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　12月17日b 午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午

後5時15分
場所　市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談

精神科医による専門相談（家族に認知症の症状がで
てきた、問題行動があるなど）を行います。相談を受
ける場合、事前申し込みをお願いします。
【12月】日時 12月3日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会

【1月】日時 1月21日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　1月15日c ※先着2件のみ
申込先　市社会福祉協議会へ

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■精神科医による専門相談

宇陀温泉郷が発足
記念スタンプラリー実施中

宇陀地域には市内に
「美榛苑」「あきのの湯」
「椿寿荘」、曽爾村に
「お亀の湯」、御杖村に
「姫石の湯」と5つの公
共温泉があります。
このたび、これらの

温泉が力を合わせて
「宇陀温泉郷」として宇陀の魅力を全国に発信し、集
客を図っていくことになりました。
発足記念として11月から来年1月末までスタンプラ

リーを実施しています。５つの温泉めぐりで無料入浴
が1回できます。さらに抽選でプレゼントが当たる企
画です。
温泉が心地よくなるこの季節に、温泉めぐりをして

みませんか。
Y美榛苑（182-1126）又はあきのの湯（183-4126）
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Y市環境対策課　護美センター
（182-6521）

■室生区（燃えないゴミ）
◎12月10日 上笠間･下笠間･深野･小
原･染田･多田･無山･奥山

◎12月20日 大野･向渕（奥山除く）･三
本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎12月25日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

■室生区（燃えない粗大ごみ）
◎12月11日　上笠間･下笠間･深野･小
原･染田･多田･無山･奥山

◎12月13日 大野･向渕（奥山除く）･三
本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎12月17日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）

ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課

（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課

（184-2521）

◆日時 12月5日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　12月6日e 午前9時～午後3時（第3水曜日に替え実施）
場所　宇陀市役所
◆日時　12月12日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター

Y総務課（182-1302）

■行政相談

◆日時 12月5日d 午前9時30分～午後3時
場所 菟田野人権交流センター
◆日時 12月6日e 午前9時～午後3時
場所 宇陀市役所
◆日時 12月12日d 午前9時～午後3時
場所 室生振興センター
◆日時 12月17日b 午前9時～11時45分
場所 大宇陀体育館

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

学校法人神須学園若者自立塾室生館が、ご家族、保
護者、ご本人の相談を個別に受けさせていただきます。
日時　12月12日d 午後2時～5時
場所　市役所　211会議室

Y学校法人神須学園若者自立塾室生館（192-5566）
又は商工観光課（182-2457）

■若者自立のための無料相談会

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申し込みをお願いします。
【12月】日時 12月11日c 午前10時～12時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 12月3日b ※先着2件のみ

【1月】日時 1月16日d 午前10時～12時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 1月8日c ※先着2件のみ
※申込先はそれぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談

市内の幼稚園･小学校･中学校の幼児･児童･生徒に対
して教育的支援を行う学生ボランティア（無償）を募
集します。
主な支援内容　○授業の補助　○特別支援学級の補
助　○学級活動の補助　○学校･学年行事等の補
助

募集条件 ○将来教職員、幼稚園教諭を目指そうと
している大学生（短期大学生を含む）及び大学院生
○教職はとっていないが、心理学等を専攻し、学
校現場で学びを深めたいとする学生

○学校（園）において、将来を担う子ども達を多
方面から支援したいとの思いを持っている学生

Y学校教育課（184-3472）

■学生ボランティア募集
宇陀市新春綱引大会を開催します。多数のご参加を

お待ちしています。
日時　平成20年1月27日a 午前9時受付
場所　市総合体育館
参加資格　市内在住･在勤の方
競技種目 ○小学生の部（8人引き）学年男女に関

係なくチーム構成可（引率者が必要）
○ファミリーの部（6人引き）2家族以内でチーム
構成　

○一般の部（6人引き）体重制限関係なく男女混
合可※個人又は少数チーム参加可

申し込み　1月15日cまでに生涯学習課へ（FAX可）
Y生涯学習課（184-3473/584-4089）

■新春綱引大会　参加者募集

お手玉･めんこ･竹馬･竹とんぼなど、昔懐かしい遊びや昔ながらの遊び用具づくりを体験しませんか？
子どもからお年寄りまでどなたでも参加できますのでお気軽にお越しください。

日時　平成20年1月12日g 午後1時30分～4時
場所　市中央公民館大ホール
対象　市内在住の子ども（小学校低学年以上）及び高
齢者

講座内容　昔なつかしい遊び教室
受講料　無料※材料代300円が必要です。

定員　100人※先着順
申込方法　住所・氏名･年齢･電話番号を明記し、電
話・ＦＡＸのいずれかの方法でお申し込みをお願
いします。（定員になり次第締め切ります。）

申込先　市中央公民館
申込締切　12月21日f

市中央公民館（183-0551／583-1027）
〒633-2165 大宇陀区中庄202
休館日：木曜日、祝祭日
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聴覚障害者等の福祉向上のため、日常会話に必要な
基礎的な要約筆記を学んでみませんか。
実施期間　平成20年1月26日～3月29日までの毎週
土曜日（計10講座）午前9時30分～12時30分

実施場所　市役所会議室
対象　市内在住･在勤･在学の方で、要約筆記ボラン
ティアに興味のある方

定員　20名（先着順）
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申し込み 12月10日b～21日fに福祉課へ（申込
者が少ない場合は講座を中止する場合がありま
す）

Y福祉課（182-2236）

■要約筆記奉仕員養成講座　参加者募集

子育て経験を生かし子育て支援活動をしたいと思う
方または子育て支援活動に興味、関心のある方、子育
てサポーターとして活躍してみませんか。講座終了後
子育てサポートクラブに登録していただきます。
日時　第1回:平成20年1月16日d午前9時～12時
第2回目以降は毎週1回の予定

内容･場所

対象　市内在住の20歳以上の方
定員　30名（先着順）
申し込み 12月21日fまでに学校教育課へ

Y学校教育課（184-3472）

■子育てサポーター養成講座　参加者募集

幼稚園教諭、保育所保育士の臨時職員登録者を次の
とおり募集します。
職務　市内の幼稚園、保育所の教諭･保育士として
勤務

資格　45歳までの幼稚園教諭、保育士の有資格者
勤務　勤務場所により4～8時間
募集人員 若干名
申し込み 履歴書と免許状の写しを添えて、12月
21日fまでに教育総務課へ

Y教育総務課（184-3471）

■幼稚園教諭･保育士　臨時職員募集

青少年の健全育成と市内小学生の親睦を目的に、開
催します。
日時　平成20年1月5日g･6日a 午前9時～12時
場所　大宇陀体育館
日程　

対象 市内小学生の男女
持ち物　体育館シューズ（上靴程度で可）、水筒、
タオル、運動できる服装

申し込み　住所･氏名･電話番号を明記し、12月21
日fまでに生涯学習課へ（FAX又はメール）

その他 ケガなどが発生した場合は応急処置を行い
ますが、その後の責任は一切負いません。2日間
参加が基本ですが、1日のみの参加も可能です。

Y生涯学習課（184-3473/584-4089）メールアド
レス:s-gakusyuu@city.uda.lg.jp

■ミニバスケットボール･ウインタースクー
ル参加者募集

犬 猫 な ど の 引 取 業 務

年末年始は、橿原動物指導管理事務
所の業務が次のとおり休止されます。
このことにともない、市でも捕獲業務
を休止し、捕獲箱の利用ができません
ので、皆さんのご理解とご協力をお願
いします。
休止期間　12月22日g～平成20年1月6日a

Y環境対策課（182-2202）

■年末年始の野犬捕獲及び犬･猫の引き取り
業務の休止について

室生山上公園芸術の森は、下記の期間、冬季休園さ
せていただきます。
3月1日より開園させていただきます。皆様方のご来

園をお待ちしています。
冬季休園期間　12月29日g～平成20年2月29日f

Y公園課（182-3674）

■室生山上公園芸術の森休園のお知らせ

美榛苑は、新年1月2日から営業を行っています。
お正月もご利用ください。
※1月2日～5日の期間は、正月特別営業となり、割
引入浴等はできません。

Y美榛苑（182-1126／182-5611）

■美榛苑　年始は1月2日から営業します
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年 末 年 始 の ご 案 内
12月29日から翌年1月3日まで、市の業務は休業となります。
ただし、次の業務は異なりますのでご注意ください。（■は休館日です。）

●生ゴミ収集業務
年末　12月28日fまで通常どおり
年始　1月4日fから通常どおり※菟田野区は1月5
日gから

●ゴミの持ち込み受付
12月30日a午前12時までに持ち込んでください。

Y宇陀クリーンセンター（183-2296）

■宇陀クリーンセンターからのご案内

ゴ ミ な ど の 収 集 業 務

●生ゴミ･不燃性ゴミ収集業務
年末　12月28日fまで通常どおり
年始　1月4日fから通常どおり

※1月5日、次の地区の生ゴミ収集を行います（ひのき坂･桜ケ丘･天
満台西･小鹿台･旧六郷･内牧地区）

●ゴミの持ち込み受付
12月29日g午前9時～12時／午後1時～4時まで、

12月30日a午前12時までに持ち込んでください。
※持ち込まれる場合は、必ず分別して指定袋に入れるかシールを貼
って持ち込んでください。

●その他
※1月1日c、2日dに布類･ペットボトルの収集を行
う地域は、次のとおり振替収集します。（1月1日c

→1月15日c、1月2日d→1月16日d）
※1月2日dの榛原、大王、伊那佐地区の新聞収集は、
1月16日d実施の雑誌･本･ダンボールとあわせて収
集します。

■護美センターからのご案内

●生ゴミ収集業務
年末　12月28日fまで通常どおり
年始　1月5日gから通常どおり
●ゴミの持ち込み受付
12月29日g午後3時30分までに、12月30日aは午

前12時までに持ち込んでください。※年始は1月4日
fから通常どおりです。
Y東宇陀クリーンセンター（192-2444）

■東宇陀クリーンセンターからのご案内

●し尿の汲み取り業務
年末　12月29日gまで（受付は12月25日cまで）
年始　1月9日dから（受付は1月4日fから）

Y大宇陀区･菟田野区･榛原区の方は宇陀衛生センター
（184-2337）へ、室生区の方は室生地域事務所
（192-2001）へ

■宇陀衛生一部事務組合からのご案内

※1月3日eに空き缶（金属類）及びビン類の収集を行
う地域は、1月7日bに振替収集します。

Y護美センター（182-6521）

●バス運行日
年末　12月28日fまで
年始　1月4日fから

Y企画課（182-1362）

■市営有償バス運行のご案内



◆たばこの自動販売機が変わります
未成年者喫煙防止のため、平成20年7月

から全国一斉にたばこの自動販売機はICカ
ード式「成人識別たばこ自動販売機」に変
わります。
自動販売機でたばこを購入するためには、

ICカード「taspo(タスポ)」が必要です。
詳しくは、「taspo(タスポ)」公式サイト

（http://www.taspo.jp/）をご覧ください。
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◆農業委員会委員選挙人名簿に登載申請を
農業委員会選挙人名簿は、毎年1月1日現在の有資格

者を登載することになっています。
農家組合に加入している人は、農家組合長から登載

申請書が配付されますが、それ以外の人は農業委員会
事務局又は各地域事務所産業建設課へ取りに来てくだ
さい。
【有資格者】 市内に住所があり、平成20年3月31日
現在、20歳以上で次のいずれかに該当する人
○10アール以上の農地で耕作を営んでいる人
○耕作を営む人の同居の親族又は同居の親族の配偶
者であって、年間60日以上耕作に従事している
人

○10アール以上の農地で、耕作業務を営む農業生産
法人の組合員または社員

◆農業者の皆さん、農業者年金に加入しませんか
農業者年金の加入できる方は、次のとおりです。
○国民年金の第1号被保険者の方
○年間60日以上農業に従事する方
○20歳以上60歳未満の方

【農業者年金の特徴･メリット】
★農業者の方なら広く加入できる
★少子高齢化時代に強い積立方式（確定拠出型）の
年金

★保険料の額は自由（月額20,000～67,000円）に
決められる

★終身年金で80歳までの保証付き
★保険料の全額社会保険料控除など税制面の優遇措
置

★認定農業者など意欲ある担い手には保険料の国庫
補助あり
※詳しくは、農業者年金基金ホームページ
（http://www.nounen.go.jp)をご覧ください。

Y農業委員会事務局（182-5781）

■農業委員会からのお知らせ

平成19年度分に係る住民税･固定資産税の領収書の
郵送は、経費削減のために廃止させていただきます。
領収書が必要な方は税務課、収納課並びに各地域事務
所地域振興課へお申し出ください。本人確認の後、発
行いたします。
なお、国民健康保険税の領収書については、従来ど

おり送付いたします。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

Y税務課（182-1306）又は収納課（182-1352）

■口座振替納税者の皆さんへ

団体名　榛原観光ボランテ
ィアガイドの会

会員数　17名
活動内容　平成16年3月に
設立し、勉強会を行いな
がら、皆さんに楽しく観
光案内ができるよう知識を高めています。
私たちの宇陀市榛原区は、古より交通の要衝とし

て、重要な役割を果たしている「伊勢本街道」「伊
勢表街道」そして、佛隆寺、墨坂神社、宗祐寺等の
寺社仏閣、史跡等の歴史文化にあふれています。
この地を訪れた市内外の方々に、緑の中の歴史や

宿場の名残に浸っていただき、再度、この地域を訪
れたいと思っていただけるよう、心がけながら観光
案内の活動をしています。
榛原区の歴史文化を知っていただく私たちの活動

に興味のある方、ぜひご連絡ください。
代表　木村方（182-5377）
ガイド派遣連絡先 榛原観光協会（182-2457）

市民活動団体を紹介します（企画課）

本分野の第一人者を招き、ニホンジカの生態につい
て理解を深め、被害低減に向けた効果的な対応策を考
えます。多数ご参加ください。
日時　12月8日g 午後2時～4時
場所　市伊那佐文化センター
講師　小泉透氏（独立行政法人森林総合研究所　野
生動物研究領域長）

参加費　無料
Y室生地域事務所産業建設課（192-2001）

■ニホンジカ被害防止対策推進研修会　開催

広報うだ11月号でもお知らせしましたように、平成
20年1月から各窓口の証明手数料が改定されます。市
民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
なお、詳しくは、広報うだ11月号又は市ホームペー

ジ（http://www.city.uda.nara.jp/）をご覧ください。
Y行政改革推進室（182-3643）

■平成20年1月から証明手数料等が改定さ
れます

観光資源をPRするため2008年『桜井宇陀』カレン
ダーを限定販売しています。ご希望の方はお問い合わ
せください。
Y桜井宇陀広域連合事務局（10744-44-1444）

■桜井宇陀広域連合「2008年『桜井宇陀』
カレンダー」の販売

◆たばこは市内で買いましょう
たばこ税（市区町村たばこ税･都道府県

たばこ税）は、購入されるたばこの代金に
含まれています。このたばこ税は、小売店
のある市区町村や都道府県の収入になりま
す。
たばこは市内で買っていただきますよう

お願いします。
Y税務課（182-1306）

※
来
月
よ
り
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■菟田野小筆サークル「さゞ波会」
による書道展

12月1日g～25日c

※入館料　無料

市では、建設工事関係及び物品関係などの入札参加
資格審査申請書（指名願）の受付を行います。申請さ
れる方は、下記の要領で提出してください。
受付期間　平成20年2月1日～29日（土･日曜日、祝
日を除く）午前9時～午後5時

申請方法　書類の内容を説明できる者が持参してく
ださい。（市外業者は郵送可、29日必着のこと）
※提出後の書類の修正等はできません。

提出先　監理課･･･建設工事関係、測量･建設コンサ
ルタント等関係、管財課･･･物品関係

◆建設工事関係
受付対象業者　建設業法第3条第1項の規定による許
可を受け、かつ、同法第27条の23の規定による
経営に関する事項の審査を受けている者

申請可能業種　許可業種のうち、経営事項審査結果
に完成工事高がある6業種以内

提出書類 ○宇陀市競争入札参加資格審査申請書
※中央公契連統一様式可

○営業所一覧表　○建設業許可証明書の写し
○経営事項審査結果通知書の写し
○技術職員名簿
○技術職員名簿に記載のうち国家資格などの保有
者については、その資格を証する免状の写し※
市内業者に限る　○工事経歴書

○商業登記事項証明書（写し可）※法人のみ
○印鑑証明（写し可） ○使用印鑑届（原本）
○納税証明書（写し可）国税･･･法人税又は所得
税･消費税及び地方消費税に未納がない証明書、
県税･･･滞納がない証明書、市税･･･指定様式に
よる証明書※市内業者に限る

○委任状（支店などに契約等権限を委任する場合）
提出部数　1部（ピンク色のA4判ファイルで綴じる
こと）

◆測量･建設コンサルタント等関係
対象者　○測量業者（測量法による登録業者）
○建築設計業者（建築士法による登録業者）
○建設コンサルタント業者（建設コンサルタント
登録規定による登録業者）

○地質調査業者（地質調査業者登録規定による登
録業者）

○補償コンサルタント業者（補償コンサルタント
登録規定による登録業者）

申請可能業種　受注実績のある業種に限る
提出書類　○宇陀市競争入札参加資格審査申請書

※中央公契連統一様式可
○建設コンサルタント業務部門別実績額表

地方税の公平･公正を確保し、地方税に対する納税
者の信頼を守るため、県内全市町村で12月を一斉滞納
整理強化月間に設定し、差押えをはじめとする滞納整
理に集中的に取り組むことになりました。
市でも、この期間中に市税等の滞納整理を積極的に

行います。また、期間中には滞納者と取引のある金融
機関や勤務先に対し、法律に基づく財産調査について
も集中的に行います。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【宇陀市の取り組み内容】
★滞納者に対する電話催告･文書催告･訪問催告の集中
実施

★滞納者に対する差押え（預貯金･給料等）の集中実施
Y収納課（182-1352）

■12月は滞納整理強化月間です

○補償コンサルタント業務部門別実績額表
○業態調書　○営業所一覧表
○登録証明書の写し　○技術者経歴書
○測量等実績調書　○印鑑証明書（写し可）
○商業登記事項証明書（写し可）※法人のみ
○使用印鑑届（原本）
○納税証明書（写し可）国税･･･法人税又は所得
税･消費税及び地方消費税に未納がない証明書、
県税･･･滞納がない証明書、市税･･･指定様式に
よる証明書※市内業者に限る

○委任状（支店などに契約等権限を委任する場合）
提出部数　1部（水色のA4判ファイルで綴じること）
◆物品関係
受付対象業者　次の物品を取り扱う納入業者（学校
給食センター･美榛苑への食材納入業者は除く）
印刷、図書、事務用品、家具、遊具用品、スポー
ツ用品、教材、日用品、衣料品、医療品、広告･
装飾品、電気･通信機器、精密機器、機械器具、
輸送機器、燃料、農水産物、消防防災用品、賃貸
業務、役務の提供など

提出書類 ○物品の買入れ等競争入札（見積り）参
加資格審査申請書（市指定様式A4サイズ）

○営業実績調書　○使用印鑑届　○印鑑証明書
○委任状（支店などに契約等権限を委任する場合）
○登記事項証明書（法人）又は身分証明書（個人）
○納税証明書（消費税等に未納がない証明を含む）
提出部数　1部（ファイル綴じ等の指定なし）

Y監理課（182-5658）又は管財課（182-3632）
※参加要領や様式の取得等、詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。

■平成20･21年度競争入札参加資格審査申請を受付します
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室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート
開催時間　午後2時～3時
※12月20日eのみ、むろうコーラス練習のため
午後3時～4時

■森の音楽喫茶「音楽の森クリスマスコンサ
ート」
日時　12月9日a 午前10時30分～12時
参加費 1,000円（お茶･クッキー付）
出演 歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森
スタッフ　村尾藍　どんぐり児童合唱団　ピアノ
演奏:音楽の森スタッフ　福家明世･大山理保　ゲ
スト:ゴスペルグループ「ブライトン」

■年末年始休館日のお知らせ
12月28日fから翌年1月4日fの間、休館します。

ご了承ください。

室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週木曜日

12月の講座は次のとおりですので、ぜひご参加くだ
さい。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）を行っています。

◆楽しむアート特別講座
※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。

※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

◆グラウンドゴルフ
日時　12月7日f午後1時30分～
場所　元気村グラウンド 参加費　100円
◆工房「童」クリスマスコンサート
日時　12月24日b午後3時～
場所　元気村音楽室 参加費　1,500円

Yふるさと元気村又は企画課（182-1362）

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）
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めがねのマツオ

視力
聴力

めがねのマツオ
うたの区古市場 ＴＥＬ

ＦＡＸ８４‐２２５５

認定眼鏡士の店

〉測定器完備
親睦会・お祝・法事など
団体様のご宴会に最適！！

★平日お昼は
　おトクな宴会パック　４,５００円～

バス送迎は
ご相談下さい20名様

　以上

宿泊・宴会　レストラン　日帰り温泉

保養センター　美 榛 苑 　
　　　　　　　　（1８２‐１１２６）

家屋にかかる固定資産税は、1月1日現在の所有者に
課税されます。建て替えや老朽化などにより家屋を取
り壊した場合は、届け出が必要です。届けがないと来
年度も引き続き課税されることになりますので、必ず
年内に税務課までご連絡ください。
Y税務課（182-1306）

■家屋を取り壊したら年内に届け出を

確定申告や市民税･県民税申告の日程等の詳細や、
税源移譲に伴う調整措置については、広報うだ1月号
で詳しくお知らせします。
◆税源移譲に伴う調整措置とは
○平成18年中に所得税が課税されていたが、退職な
どにより、平成19年中の所得が著しく減少した
ため所得税が課税されなくなった場合は、19年
度の住民税を税源移譲前の税率で再計算し、その
差額を還付します。

○平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控
除を受けていた人で、税源移譲により控除額が減
少する人は、その減少分が翌年度の住民税で減額
されます。

◆税理士による譲渡所得の申告相談
日時　12月13日e 午前9時30分～午後3時30分
場所　市役所　312会議室

Y税務課（182-1306）又は桜井税務署（10744-42-
3501）

■確定申告、市民税･県民税申告について

次の要件に該当する方は、固定資産税が減額されま
す。
対象住宅　本年4月1日から平成22年3月31日の間
に、一定のバリアフリー改修が行われた住宅（賃
貸住宅を除く）で、1月1日以前から所在する住
宅

※次のいずれかの方が居住すること
○65歳以上の人　○障害者
○要介護認定又は要支援認定を受けている人
工事内容　次のバリアフリーを目的とする工事で、
自己負担が30万円以上のもの（補助金除く）
○廊下の拡幅　　○階段の勾配緩和　
○浴室の改良　　○便所の改良　
○手すりの取付け　
○床の段差解消　
○引き戸への取り替え
○床表面の滑り止め化
減税額　改修した家屋に係る翌年度の固定資産税を
1/3減額（100g分までを限度）

提出書類　改修後3カ月以内に工事明細書や写真等
の関係書類（建築士、登録性能評価機関等による
証明で代替可）を添付して申告してください。

Y税務課（182-1306）

■住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税
の減額措置について

■宇陀松山地区「まちなみ写真展」
昨年7月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

された、大宇陀区松山地区の「まちなみ写真展」を開
催します。みなさまのご鑑賞をお待ちいたします。
展示期間 12月1日g～22日gまで
■干支「子」にちなんだ手作り
作品募集
2008年は「子（ねずみ）」の年。

「子」をあしらった手作りの作品を展
示します。手芸品、小間もの、陶芸
など手作りの作品に、新しい年のユ
ニークな年賀状なども展示します。
展示期間 平成20年1月12日g～2
月24日aまで

作品搬入　12月19日d～平成20年
1月18日fまで

大宇陀区拾生871（183-0977）
12月の休館日:4･11･18･23･25･28･

29･30･31日

■年末年始休館日のご案内
年末年始のため、下記の期間は休館します。ご了承

ください。
休館期間　12月28日f～翌年1月4日f

ぬく森の郷
～お風呂(日帰り)・喫茶(食事)～

（192‐5220）

入浴時間　正午～午後５時
入浴料　大人(中学生以上) 300円
　　　　小人(小学生)…… 150円
　　　　幼児………………無　料
休館日　火曜日(火曜日が祝祭日の場合翌日)
　　　　日曜日、祝祭日、年末年始
◆喫茶ぬく森〈営業時間〉
　 午前10時30分～午後4時30分

室生区大野3776番地の1
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

年末はたたみ替えで新春をお迎えください！

■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
12月11日c、18日c 1午前10時～10時30分 2

午前10時45分～11時15分 3午前11時30分～12時　
★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
12月12日d、19日d 午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6歳～）
12月12日d、19日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
12月8日g、22日g ○午前10時30分～11時（3
～5歳）○午前11時15分～11時45分（6～12歳）

●えいが会
日時　12月15日g 午前11時～
内容　『モリスのまほうのふくろ』

Y中央図書館（182-4749）【12月の休館日:3･10･
17･24･29･30･31日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし おはなし クリスマス
日時　12月8日g 午後2時～
場所　1階研修室
内容　○おはなし『まほうのつぼ』○ぺープサート
『クリスマスったらクリスマス』 ○人形劇『か
さじぞう』○スライド『ねむれないのちびクマく
ん』○ブラックパネル『サンタのおまじない』

●映画会
日時　12月22日g 午前10時～　
場所　1階研修室
内容　『まどから★おくりもの』

Y大宇陀図書館（183-0977）【12月の休館日:4･11･
18･23･25･28･29･30･31日】

【絵本】
■ねずみくんおおきくなったらなにになる？
上野紀子絵　なかえよしを作

「大きくなったら何になるの？」ねみちゃんの質問に、ねず
みくんは考え込みます。何になりたいか、他の動物の仲間た
ちはつぎつぎと応えていきます。ねずみくんは、なんて言う
のかな･･･。

話　題　の　新　刊　図　書

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

歯科診療所では、室生区を対象に往診を開始します。
試験運用は12月1日からです。往診日は隔週の水曜日
午後とします。診療内容はレントゲン撮影以外、診療
所で行う治療とほぼ同じ治療を行うことができます。
お年寄りや体が不自由な方など、往診が必要な方は

歯科診療所までご連絡ください。
診療内容　入れ歯の作製及び調整、抜歯、虫歯の治
療（神経を取る治療も含む）、被せ（金属冠、差
し歯の作製）など

Y市立歯科診療所（192-3185）

■歯科の往診（試験運用）を始めます

資源ごみ回収について、時折、収集日以前に出され
ているケースが見受けられます。収集場所が公民館等
の建物周辺のため、いたずら等により予期せぬ事態と
なることも考えられます。
資源ごみは、決められた収集日当日にお出し頂きま

すよう、ご協力をお願いします。
Y環境対策課（182-2202）

■新聞･雑誌等の資源回収について（榛原区
の皆様へ）

榛原ふれあいギャラリー内のこまどりケーブル宇陀
案内所（182-5734）の営業時間が12月1日から変更
されます。ご利用の際はご注意ください。
営業時間　午前9時～午後5時30分
休業日　火曜日（祝日と重なる場合は翌日）
※年末年始のため、12月28日から翌年1月4日は休
業日となります。

Y情報システム課（182-2121）

■こまどりケーブル宇陀案内所の営業時間･
年末年始休業日について

凍結防止のため、次の期間、市内の都市公園（不思
木の森公園含む）の水飲み場を閉栓します。（トイレ
は使用可）
閉栓期間　12月3日b～平成20年3月31日b

Y公園課（182-3674）

■都市公園の水飲み場を閉栓します

県の母子自立支援員による生活や家庭、子どもの養
育、母子寡婦福祉資金の利用などの相談時間が12月よ
り変更になります。
日時　毎週木曜日（祝日を除く）午前9時30分～午
後4時※訪問等で不在の場合がありますので、事
前に電話で確認してください。

相談専用ダイヤル 182-6588
Y福祉課（182-2236）

■母子家庭･寡婦生活相談の時間を変更しま
す

図　書　館　だ　よ　り

【小説】
■はぐれ鷹
熊谷達也著

鷹匠を目指す岳央は”最後の鷹匠”に弟子入りするが、師匠に
不満と不安を覚え独立。雪深い月山の麓でひとり手探りで訓練
を重ねるが、角鷹を操れるようになるのかー。直木賞受賞作
「邂逅の森」に連なる人間と動物の交流を描く。

【教育･学校】
■江戸の子育て十カ条
小泉吉永著

今からおよそ170年前に書かれた「養育往来」を紐解きなが
ら、「子育ての失敗はすべて親の責任」「まずは親の姿勢を正
すべし」など、現代でも役に立つ子育ての極意を学ぶ。くず
し字の学習もできる影印付き。



 宇陀に残る畳の名匠

厚生労働大臣認定一 級 技 能 士

吉岡豊司・吉岡逸人

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地
（宇陀市松山重伝建地区）

電話　０７４５‐８３‐１７６３

トリミ眼科
日本眼科学会認定　眼科専門医

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　後発白内障手術・各種コンタクトレンズ処方

診
療
科
目

AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/

月

◎

火

◎
△

水

◎
◎

木

◎
◎

金

◎
◎

土

◎
日祝

／
／

診療時間

◎
／

近鉄大阪線

宇陀市立病院
南都銀行新町局

北口

南口
榛原駅

トリミ眼科
（鳥見保険の横）★

～
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

経済産業省（県･市）では、毎年実施している「工
業統計調査を今年も12月31日現在で行います。
この調査は、製造業を営む事業所の1年間の製造活

動を調査し、国等の施策立案の基礎資料などに広く活
用されています。調査の実施にあたり、12月から来年
1月にかけて調査員がお伺いしますので、ご協力をお
願いします。
Y企画課（182-1362）

■工業統計調査にご協力を
写真付の精神障害者保健福祉手帳で、市営有償バス

の運賃が半額になります。（写真が貼付されたページ
を開いて、乗務員に提示してください。）
対象者　写真が貼付された精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方※介護人は1名まで割引対象となり
ます。※写真が貼付されていない手帳では割引を
受けられません。

割引開始日　平成20年1月4日
対象路線･運賃　
○榛原大野線･室生南部線･室生北部線

○大宇陀南部線

その他 精神障害者保健福祉手帳の申請について
は、市福祉課へお問い合わせください。

Y企画課（182-1362）又は福祉課（182-2236）

■精神障害者に対する市営有償バスの運賃割
引について

平成20年成人式を、1月14日に開催します。
会場　市文化会館
日程　受付:午前9時～10時、式典･記念行事･写真撮
影:午前10時～12時30分

対象者　昭和62年4月2日～昭和63年4月1日の間に
生まれた人

※対象の方で、案内が届いていない方はご連絡くだ
さい。

Y生涯学習課（184-3473）

■平成20年成人式のご案内

平成20年1月1日から、市室内温水プールの障害者
利用の助成対象者が変更されます。
助成対象者

※上記手帳所持者の方は、手帳を提示すると利用料
が半額免除されます。

Y福祉課（182-2236）

■市室内温水プール障害者利用助成が変更さ
れます

12月23日、年末の墓参りにあわせ市営赤人霊苑へ
の臨時送迎バスを運行します。ご利用ください。（道
路状況などにより、運行予定時間が多少遅れることが
あります。※積雪等道路状況が悪い場合は、運行中止
になる場合があります。

Y環境対策課（182-2202）

■赤人霊苑への臨時送迎バスを運行します

○身体障害者手帳　所持者
○療育手帳　所持者 ○身体障害者手帳　所持者

○療育手帳　所持者
○精神障害者保健福祉手帳
所持者

◆現行
◆変更後



第1回　宇陀シティマラソン開催
【マラソンコース図】開催日 平成20年3月16日（日）

（雨天決行、荒天中止）

会　場 市役所及び榛原区内

◆コース（地図参照）
○ファミリー1km スタート→③→ゴール
○2km スタート→②→⑤→②→ゴール　
○3km スタート→②→⑥→②→③→ゴール
○10km スタート→③→②→⑨→④→②→
③→ゴール

大会当日、マラソンコース付近において交通規制を行
います。皆さんのご協力をお願いします。
（詳しい規制区間及び規制時間は、広報うだ２月号でお知らせします。）

参加者全員にオリジナルＴシャツをプレゼントします。
種目　10km（一般･高校生）、3km（一般･高校生･中学生）、2km（小
学3～6年生）、ファミリー1km（小学2年生以下1名と保護者1名）

表彰　各部門1位～6位まで（1位にはメダルを贈呈）
参加料　一般：2,500円、中高生：1,500円、小学3～6年生：
1,000円、ファミリー1km：2,000円（１組）

記録　レース記録は自動計測器のRCチップで計測します。完
走後、会場にて完走証をお渡しします。

申し込み 次のいずれかの方法で申し込みください。
①インターネット･携帯サイト
http://runnet.jp/〈エントリー手数料200円〉
②電話 10570-008-846
月～金曜日の午前9時30分～午後5時30分（祝日・12月27
日～1月6日を除く）〈エントリー手数料300円〉
③郵便振替
最寄りのゆうちょ銀行または郵便局窓口から所定の申込
用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて〈払込手数料
120円〉
④事務局へ直接申し込み 月～金曜日の午前8時30分～午後
5時15分（祝日・12月27日～1月6日を除く）に、所定の申込
用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて

※詳しい要項と申込用紙は、生涯学習課または中央公民館各分
館にあります。

★大会ボランティア募集中★
詳しくは、生涯学習課まで！！

Y生涯学習課（184-3473）
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